
は
じ
め
に
―
南
蛮
貿
易
史
の
研
究
―

対
外
関
係
史
研
究
は
昨
今
の
日
本
史
研
究
に
お
い
て
最
も
注
目
を
浴
び
る
分
野
で

あ
り
な
が
ら
、
長
崎
貿
易
の
創
成
期
、
す
な
わ
ち
中
国
か
ら
の
生
糸
・
絹
織
物
等
の

商
品
と
引
換
え
に
日
本
か
ら
大
量
の
銀
が
流
出
し
た
南
蛮
貿
易
の
研
究
は
、
オ
ラ
ン

ダ
船
や
唐
船
貿
易
の
研
究
と
比
較
す
る
と
極
端
に
少
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
系
統
だ
っ
た
通
信
・
記
録
方
式
と
異
な
り
、
貿
易
に
関
す
る
史
料
が
散
在
し
、

こ
と
会
計
文
書
な
ど
は
無
い
に
等
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
を
相
手
と
す
る
史

料
研
究
で
は
、｢

何
を
、
ど
の
程
度｣

輸
出
入
し
て
い
た
の
か
具
体
的
に
知
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
十
六
世
紀
に
関
し
て
は
岡
本
良
知
氏

(

１)

や
ボ
ク
サ
ー
氏

(

２)

に
よ
る
総
合

的
研
究
以
後
、
そ
れ
に
続
く
具
体
的
な
貿
易
内
容
を
把
握
で
き
る
研
究
は
あ
ま
り
に

限
ら
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
に
入
る
と
競
合
相
手
で
あ
り
、
輸
出
入
品
に
つ
い
て
は

共
通
し
た
面
も
多
い
朱
印
船
・
オ
ラ
ン
ダ
船
貿
易
に
つ
い
て
岩
生
成
一
氏
を
は
じ
め
、

近
年
、
具
体
的
な
数
値
デ
ー
タ
を
挙
げ
た
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
か
ら
、
南
蛮
貿
易
の

輸
出
品
目
も
概
ね
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
生
糸
輸
入
量
に
関
す
る
情
報
を
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
等
か
ら
丁
寧
に
抽

出
し
た
高
瀬
弘
一
郎
氏
の
研
究

(

３)

を
除
け
ば
、
こ
の
貿
易
そ
の
も
の
に
つ
い
て
数
値
デ
ー

タ
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

高
瀬
氏
は
イ
エ
ズ
ス
会
等
の
宣
教
報
告
が
日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
交
易
を
知
る

上
で
、
大
変
役
立
つ
史
料
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
き
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
日
本
布

教
開
始
直
後
か
ら
布
教
資
金
の
独
自
獲
得
の
た
め
に
南
蛮
貿
易
へ
投
資
を
始
め
、
一

五
七
九
年
に
は
マ
カ
オ
市
と
ア
ル
マ
サ
ン
契
約
を
結
び
、
毎
年
一
定
量
の
生
糸
を
イ

エ
ズ
ス
会
分
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
日
本
へ
と
輸
出
さ
せ
、
ま
た
同
時
に
金
や
そ

の
他
の
商
品
も
取
扱
い
、
こ
れ
ら
の
売
却
利
益
を
布
教
の
経
営
基
盤
と
し
た
。
さ
ら

に
は
西
国
大
名
か
ら
の
貿
易
投
資
を
斡
旋
、
十
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
糸
割
符
の

価
格
決
定
に
も
介
入
し
、
南
蛮
貿
易
と
イ
エ
ズ
ス
会
は
深
い
繋
が
り
に
あ
っ
た
た
め
、

宣
教
史
料
か
ら
も
貿
易
の
内
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
は

各
年
日
本
へ
来
航
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
等
の
情
報
に
は
敏
感
で
あ
っ
た
も
の
の
、
実

際
に
内
容
・
数
量
等
を
書
き
留
め
た
記
録
は
多
く
な
い
の
で
、
や
は
り
南
蛮
貿
易
全

体
を
俯
瞰
す
る
に
は
不
足
が
あ
る
と
い
え
る
。

朱
印
船
貿
易
の
研
究
に
つ
い
て
体
系
的
な
研
究
を
遺
し
た
岩
生
成
一
氏
は
、｢(

朱

印
船
の
輸
出
入
品
の
詳
細
に
関
し
て
は)

内
外
共
に
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
ほ
と

ん
ど
断
片
的
な
も
の｣
で
あ
る
と
語
り
、
そ
の
典
拠
の
多
く
を
オ
ラ
ン
ダ
史
料
に
求

め
て
い
る

(

４)

。
従
っ
て
近
世
初
期
の
対
外
交
易
を
知
る
上
で
史
料
・
研
究
と
も
に
最
も

東京大学史料編纂所研究紀要 第18号 2008年３月 ( )48

岡

美

穂

子

セ
ビ
ー
リ
ャ
・
イ
ン
ド
文
書
館
所
蔵
史
料
の
分
析
か
ら

近
世
初
期
の
南
蛮
貿
易
の
輸
出
入
品
に
つ
い
て

研
究
報
告

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo



充
実
し
て
い
る
の
は
組
織
的
な
貿
易
活
動
が
営
ま
れ
、
各
個
人
・
各
地
商
館
間
の
密

な
通
信
手
段
が
確
立
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
取
引
商
品
の
詳
細
は
、
永
積
洋
子
氏

(

５)

、
加
藤
榮
一
氏

(

６)

、
太
田
勝
也
氏

(

７)

等
の
基
礎

的
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
松
井
洋
子
氏

(

８)

、
行
武
和
博
氏

(

９)

等
の
研
究
で

十
七
世
紀
前
半
の
い
わ
ゆ
る
日
蘭
貿
易
初
期
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
戦
略
、
幕
府
の
外

交
政
策
の
解
明
と
と
も
に
、
輸
出
入
商
品
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
十
七

世
紀
前
半
の
日
蘭
関
係
に
つ
い
て
は

『

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記』

や

『

オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
日
記』

等
の
原
典
の
邦
訳
に
容
易
に
た
ど
り
着
け
る
の
で
、
研
究
環
境
は

大
変
整
っ
て
い
る
と
い
え
る

(

�)

。

本
論
文
の
目
的
は
南
蛮
貿
易
の
構
造
を
明
確
か
つ
具
体
的
に
理
解
す
る
上
で
大
変

貴
重
な
情
報
で
あ
る
、
こ
の
貿
易
の
輸
出
入
品
名
と
産
地
・
卸
値
・
売
値
が
具
体
的

に
示
さ
れ
た
稀
有
な
史
料
を
全
文
日
本
語
で
提
示
し
、
か
つ
分
析
を
加
え
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
史
料
の
不
足
に
よ
り
提
示
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
南
蛮
貿
易
の
概
観
を
新
た
に
披
露
で
き
る
よ
う
試
み
る
。

一
、
文
書
の
性
質
と
内
容

本
文
書
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
翻
刻(

パ
ブ
ロ
・
パ
ス
テ
ル
ス
校
註『

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

コ
リ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
布
教
史

(

�)』)

と
英
文
翻
訳

(

①
ブ
レ
ア
＆
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン

『

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島』

②
ボ
ク
サ
ー

『

マ
カ
オ
か
ら
の
大
帆
船

(

�)』)

が
す
で
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
殊
更
全
文
を
日
本
語
に
訳
し
て
紹
介
す
る
必
要
性
に
つ
い
て

は
筆
者
も
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
日
本
で
最
初
に
英
語
訳
か
ら
一
部
引
用
を
図
っ

た
の
は
小
葉
田
淳
氏
の
論
文
中

(

�)

、
金
銀
対
価
に
関
す
る
部
分
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

次
い
で
日
本
交
易
に
限
っ
た
部
分
は
岡
本
良
知
氏
に
よ
っ
て

｢

無
名
エ
ス
パ
ニ
ア
人

の
媽
港
日
本
通
商
品
覚
書｣

と
し
て
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
但
し
岡
本
氏
が
翻
訳

底
本
と
し
た
ス
ペ
イ
ン
語
の
翻
刻
、
英
文
翻
訳
に
は
誤
り
が
目
立
ち

(

小
葉
田
氏
も

同
様
で
厳
密
な
翻
訳
が
成
立
し
得
な
い
こ
と
を
論
文
中
提
示)

、
特
殊
用
語
の
解
説
・

註
も
ほ
と
ん
ど
付
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
外
山
卯
三
郎
氏
に
よ
っ
て
岡
本
氏
の
翻

訳
が
引
用
さ
れ

(

�)

、
高
瀬
弘
一
郎
氏
も
ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語
の
翻
訳
を
参
考
に
し
つ
つ
、

ほ
ぼ
岡
本
氏
の
翻
訳
に
従
う
か
た
ち
で
一
部
を
引
用

(

�)

、
岡
田
章
雄
氏
も
近
世
初
期
の

貿
易
を
取
り
上
げ
た
論
文
の
中
で
英
語
訳
を
引
用
し
て
い
る

(

	)

。
い
ず
れ
の
場
合
も
日

本
語
で
こ
れ
ま
で
翻
訳
・
引
用
さ
れ
て
き
た
部
分
は
断
片
的
で
あ
り
文
書
全
体
の
四

分
の
一
程
度
で
あ
る
。
筆
者
は
未
翻
訳
の
部
分
に
も
南
蛮
貿
易
の
実
像
を
示
す
具
体

的
な
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
貿
易
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解

き
明
か
す
た
め
の
第
一
級
の
史
料
と
し
て
、
全
文
翻
訳
を
付
し
て
新
た
に
紹
介
・
分

析
す
る
よ
う
努
め
た
。

(

一)

史
料
の
性
質
と
既
存
の
翻
刻
・
翻
訳

原
文
書
は
ス
ペ
イ
ン
国
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
文
書
館
に
あ
る
。
日
本
語

翻
訳
は
基
本
的
に
は
筆
者
に
よ
る
新
た
な
翻
刻
に
も
と
づ
き
、
既
存
の
翻
刻
と
翻
訳

に
照
合
し
校
訂
を
行
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
翻
刻
に
は
誤
り
が
多
く
、
用
語

に
註
等
も
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
そ
の
利
用
者
に
不
正
確
な
情
報
を
与

え
て
き
た
節
が
あ
る
。
既
存
の
翻
刻
・
翻
訳
に
使
用
さ
れ
て
き
た
写
本
史
料
は
イ
ン

デ
ィ
ア
ス
文
書
館
の
パ
ト
ロ
ナ
ー
ト[P

atronato]

第
四
十
六
番
箱
、
三
十
一
号
文

書

(


)(

以
後
Ａ
写
本
と
称
す)

で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
同
じ
く
パ
ト
ロ
ナ
ー
ト
第
二

六
三
―
二
番
箱
、
第
三
号
文
書
に
同
文
書
の
途
中
か
ら
の
写
本

(

以
後
Ｂ
写
本)

が

あ
る
。
こ
の
Ｂ
写
本
の
残
存
箇
所
は
中
国
か
ら
ゴ
ア
へ
持
ち
渡
る
商
品
の
途
中
か
ら

全
体
の
最
終
箇
所
ま
で
で
あ
る
。
Ａ
写
本
も
筆
の
滑
り
、
年
代
・
署
名
の
記
載
な
し

と
い
っ
た
特
徴
か
ら
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
Ｂ
写
本
は
誤
写
箇
所
の

特
徴
か
ら
、
Ａ
写
本
と
底
本
を
同
じ
く
せ
ず
、
Ａ
写
本
を
底
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
写
本
の
開
始
箇
所
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
り
、
元
来
Ａ

写
本
同
様
一
通
の
完
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
前
半
部
分
が

紛
失
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
写
本
の
作
成
者
は
誤
写
の
特
徴
か
ら
み
て
、
ア
ジ

ア
の
地
名
や
産
物
に
疎
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

( ) 近世初期の南蛮貿易の輸出入品について (岡)49
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原
文
書
が
作
成
さ
れ
た
年
代
に
関
し
て
は
そ
の
記
載
が
な
い
た
め
、
往
々
に
し
て

一
六
〇
〇
年
前
後
と
記
さ
れ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
文
書
館
の
旧
カ
タ
ロ
グ
に
一
六
〇

〇
年
前
後
と
記
さ
れ
る
の
が
根
拠
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
ト
ロ
ナ
ー
ト
第
四
十

六
番
箱
に
含
ま
れ
る
文
書
三
十
一
通
の
う
ち
大
半
が
十
六
世
紀
後
半
に
記
さ
れ
た
も

の
で
箱
内
は
基
本
的
に
年
代
順
に
整
理
さ
れ
、
年
代
未
詳
の
も
の
が
最
終
部
分
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
ト
ロ
ナ
ー
ト
第
四
十
六
番

箱
は

｢

パ
ト
ロ
ナ
ー
ト
Ｓ
二
／
Ｓ
Ｓ
一
二
発
見
等
。
マ
ル
ク
諸
島
と
香
料

(

�)｣

と
題
さ

れ
た
一
五
一
八
年
〜
一
六
一
九
年
の
文
書
を
有
す
る
十
六
箱
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、

一
つ
前
の
第
四
十
五
箱
は
一
五
二
五
年
〜
一
五
三
七
年
の
文
書
、
後
続
の
第
四
十
七

箱
は
一
六
〇
五
年
〜
一
六
一
九
年
の
文
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
四
十
六
箱
に
含

ま
れ
る
Ａ
写
本
が
十
六
世
紀
後
半
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る

が
、
一
六
〇
〇
年
と
断
定
す
る
根
拠
に
は
欠
い
て
い
る

(
�)

。

原
典
が
写
本
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

も
の
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
或
い
は
そ
の
他
の
国
籍
の
貿
易
に
精
通
し
た
者
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
後
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
概
ね
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
に
つ
い
て
の
記
述
は
第
三
者
的
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
で
あ
る
可
能
性
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
文
書
が
ス
ペ
イ

ン
語
で
記
さ
れ
た

[

写
さ
れ
た])

背
景
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
府
が
関
係
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
ア
ジ
ア
貿
易
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る

こ
と
、
と
り
わ
け
マ
カ
オ
＝
日
本
間
の
交
易
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
さ
れ
た
時
代

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
凡
の
時
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

マ
ニ
ラ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
府
は
一
五
七
一
年
に
設
置
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
は
本
格

的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
統
治
お
よ
び
シ
ナ
海
で
の
交
易
に
着
手
し
た
。
一
五
八
四

年
に
平
戸
に
入
港
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
内
に
マ
ニ
ラ
か
ら
乗
船
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ノ
会
士
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
等
ス
ペ
イ
ン
人
が
乗
り
込
ん
で
お
り
、
平
戸
領
主
松

浦
鎮
信
は
彼
等
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
庁
宛
の
通
商
と
友
好
を
求
め
る
書
状
を
託
し
た
。

一
五
八
七
年
に
は
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
へ
向
か
う
マ
ニ
ラ
か
ら
の
ガ
レ
オ
ン
船

が
天
草
に
、
一
五
八
九
年
に
は
同
様
の
フ
ラ
ガ
タ
船
が
薩
摩
に
漂
着
し
て
い
る

(

�)

。
豊

臣
秀
吉
は
天
正
十
九
年

(

一
五
九
一)

と
文
禄
二
年

(

一
五
九
三)

に
フ
ィ
リ
ピ
ン

総
督
府
に
宛
て
て
服
従
を
求
め
る
書
状
を
送
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
総
督
ダ
ス
マ
リ

ニ
ャ
ス
が
テ
ル
ナ
テ
島
へ
の
遠
征
を
試
み
た
際
に
、
中
国
人
水
夫
の
反
乱
で
殺
害
さ

れ
た
事
件
、
慶
長
元
年

(

一
五
九
六)

に
土
佐
浦
戸
港
に
漂
着
し
た
マ
ニ
ラ
発
メ
キ

シ
コ
行
き
の
ガ
レ
オ
ン
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
の
荷
積
み
を
秀
吉
が
押
収
し
た
事
件
、

文
禄
・
慶
長
の
役

(

朝
鮮
侵
略)

等
の
日
本
と
そ
の
外
交
を
取
り
巻
く
激
動
の
環
境

の
中
で
正
式
な
通
交
は
結
ば
れ
ず
に
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
マ
ニ
ラ
か
ら
の
答
礼
使
節

の
名
目
で
托
鉢
修
道
会
が
来
日
し
布
教
を
開
始

(

�)

、
日
本
人
の
商
船
も
マ
ニ
ラ
へ
赴
い

て
交
易
を
お
こ
な
う
等

(

�)

、
十
六
世
紀
末
に
は
明
ら
か
に
マ
ニ
ラ
の
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち

は
日
本
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
い
た

(

�)

。
秀
吉
没
後
政
権
を
握
り
、
国
内
の
統
一
と

外
交
の
沈
静
化
、
貿
易
の
活
性
化
を
図
っ
た
家
康
は
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
と
の

貿
易
に
着
目
し
、
慶
長
三
年

(

一
五
九
八)

以
後
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
ヘ
ロ
ニ
モ
・

デ
・
ヘ
ス
ス
等
を
通
じ
て
マ
ニ
ラ
か
ら
領
内
浦
賀
港
へ
の
ス
ペ
イ
ン
船
来
航
を
働
き

か
け
た
。
慶
長
六
年

(

一
六
〇
一)

に
は
マ
ニ
ラ
総
督
へ
交
易
と
友
好
を
説
く
書
状

を
認
め
た
が
、
慶
長
七
年

(

一
六
〇
二)

に
関
東
を
目
指
し
た
マ
ニ
ラ
か
ら
の
船
は

豊
後
に
入
港
し
、
浦
賀
港
に
商
船
が
終
に
来
航
し
た
の
は
慶
長
十
三
年

(

一
六
〇
八)

で
あ
る

(

�)

。
慶
長
一
〇
年

(

一
六
〇
五)

に
は
大
量
の
生
糸
が
マ
ニ
ラ
か
ら
齎
さ
れ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
生
糸
取
引
に
打
撃
を
与
え
た

(

	)

。
す
な
わ
ち
一
六
〇
二
年
頃
に
は
マ
ニ

ラ
の
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
交
易
状
況
を
す
で
に
把
握
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た
の
は
松
浦
氏
が
通
商
を
求
め
た
一
五
八

四
年
以
降
、
実
際
に
交
易
が
始
ま
る
一
六
〇
二
年
以
前
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
府
が
日

本
と
の
交
易
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
た
時
期
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ボ
ク

サ
ー
氏
は
こ
の
文
書
の
著
者
を
マ
カ
オ
で
六
年
間
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
ス
ペ
イ
ン

人
ペ
ド
ロ
・
デ
・
バ
エ
サ
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る

(


)

。
文
書
中
《
中
国
か
ら
日
本
へ
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行
く
船
の
荷
積
み
》
の
錫
の
箇
所
で
、｢

私
は
卸
値
も
売
値
も
記
憶
し
て
い
な
い｣

と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
日
本
貿
易
に
参
加
し
た
こ
と
、

全
体
の
記
述
か
ら
マ
カ
オ
に
在
住
し
、
広
東
の
市
も
実
際
に
見
て
い
る
こ
と
は
確
実

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
ボ
ク
サ
ー
氏
は
ペ
ド
ロ
・
デ
・
バ
エ
サ
の
経
歴
か
ら
こ
の
文
書

の
著
者
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
以
外
は
と
く
に
根
拠
は
挙
げ
て
い
な
い
。

ボ
ク
サ
ー
氏
が
提
示
す
る
パ
エ
サ
の
一
六
〇
九
年
の
覚
書
で
は

｢

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島

で
は
金
を
産
出
し
な
い

(

�)

・
・
・｣
と
記
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
文
書
の
最
終
箇
所
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
産
の
金
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
著
者
名
は
文
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
す
べ
て
は
推
察
に
と
ど
ま
る
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
ア
ジ
ア
で
の
交
易
活
動
に
精
通
し
、
日
本
へ
の
航
海
に
も
実
際
に

参
加
し
た
経
験
を
有
す
る
人
間
が
作
者
で
あ
る
の
は
確
か
と
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
文
書
の
最
初
の
翻
刻
は
パ
ブ
ロ
・
パ
ス
テ
ル
ス
校
註

『

フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
コ
リ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
布
教
史』
に
収
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
の

英
語
翻
訳
は
こ
の
翻
刻
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
原
文
書
か
ら
新
た
に
翻
刻
・
翻
訳
し

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
共
通
の
誤
謬

(

�)

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で

原
文
書
か
ら
翻
字
し
て
可
能
な
限
り
正
確
な
翻
訳
を
付
し
、
そ
の
上
で
内
容
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

(

二)

史
料
翻
訳

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
取
引
商
品
覚
書

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
船
が
中
国
よ
り
日
本
へ
齎
す
商
品
に
つ
い
て
、
お
よ
び
下
記
で
使

用
さ
れ
、
理
解
を
必
要
と
す
る
特
殊
用
語
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
の
覚
書

ま
ず
第
一
に
タ
エ
ル
と
は
即
ち
ド
ュ
カ
ド
に
あ
た
り
、
金
或
い
は
銀
の
レ
ア
ル
貨

一
〇
枚
に
相
当

(


)

。
マ
ズ
は
我
が
国
の
レ
ア
ル
貨
一
枚
に
相
当
。
マ
ズ
は
一
〇
コ
ン
ド

リ
ン
に
相
当
。
一
コ
ン
ド
リ
ン
は
六
マ
ラ
ヴ
ェ
デ
ィ
ス
な
ら
び
に
一
〇
カ
イ
シ
ャ
に

相
当
。
カ
イ
シ
ャ
と
は
円
形
、
半
ク
ア
ル
ト
銅
貨

(

�)

の
大
き
さ
を
有
す
る
黄
銅
の
貨
幣

で
、
四
角
形
の
穴
が
穿
た
れ
、
そ
の
周
囲
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
〇
〇
カ
イ

シ
ャ
で
一
マ
ズ
に
な
る
。
カ
イ
シ
ャ
貨
の
み
鋳
造
型
を
有
し
、
そ
の
他
は
重
量
貨
幣

で
あ
る
。
ラ
ン
ケ
ル
は
皿
或
い
は
碗
一
〇
個

(

�)

。
ピ
コ
は
即
ち
キ
ン
タ
ル

(

�)

に
あ
た
り
、

我
が
国
よ
り
も
一
ア
ロ
ー
バ
分
多
い
。
カ
テ
は
リ
ブ
ラ

(

こ
の
場
合
二
〇
オ
ン
サ

(

�))

に
相
当
。

《
中
国
か
ら
日
本
へ
行
く
船
の
荷
積
み
》

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
船
で
は
五
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
ピ
コ
の
白
糸
が
運
ば
れ
る
。
こ
れ

ら
は
広
東
に
お
い
て
一
ピ
コ
当
た
り
八
〇
タ
エ
ル
に
値
し
、
マ
カ
オ
を
経
て
、
日
本

に
お
い
て
一
ピ
コ
当
た
り
一
四
〇
か
ら
一
五
〇
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
撚
糸

レ
ト
ロ
ス

は
全
色
四
〇
〇
ピ
コ
か
ら
五
〇
〇
ピ
コ
運
ば
れ
る
。
こ
の
う
ち
上
質
で
染
色

済
み
の
も
の
は

(

広
東
で
一
ピ
コ
当
た
り)

一
四
〇
タ
エ
ル
で
卸
さ
れ
、
日
本
に
お

い
て
三
七
〇
タ
エ
ル
、
時
に
は
四
〇
〇
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
通
常
の
各
色
混
在
の
撚
糸
は
広
東
に
お
い
て

(

一
ピ
コ
当
た
り)

五
五
タ
エ
ル
か

ら
六
〇
タ
エ
ル
で
卸
さ
れ
、
後
に
日
本
に
て

(

一
ピ
コ
当
た
り)

一
〇
〇
タ
エ
ル
で

売
ら
れ
る
。

◇
ダ
ル
カ

(

�)

の
絹
糸
全
色
は
広
東
に
お
い
て

(

一
ピ
コ
あ
た
り)

四
〇
タ
エ
ル
に
値
し
、

日
本
で
は
リ
ブ
ラ

(

�)

す
な
わ
ち
一
カ
テ
当
た
り
九
マ
ズ
で
売
ら
れ
る
。

◇
そ
の
船
で
は
一
七
〇
〇
か
ら
二
一
〇
〇
反
の
鳥
や
そ
の
他
の
柄
が
生
糸
や
銀
糸
で

刺
繍
さ
れ
た
反
物
が
運
ば
れ
る
。
一
反
当
た
り
十
一
マ
ズ
、
七
、
八
、
九
コ
ド

(

コ

ヴ
ァ
ド
カ

(

�))

あ
る
良
質
の
も
の
で
十
四
マ
ズ
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
一
反
に
つ
き
二
・

五
タ
エ
ル
か
ら
三
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
三
〇
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
〇
タ
エ
ル
の
金
が
運
ば
れ
る
。
広
東
で
は
通
常
の
金
が
一

タ
エ
ル
当
た
り
五
タ
エ
ル
四
マ
ズ
に
値
す
る
が
、
日
本
で
は
七
タ
エ
ル
八
マ
ズ
で
売

ら
れ
る
。

◇
広
東
で
は
上
質
の
金
が
一
タ
エ
ル
当
た
り
六
タ
エ
ル
六
マ
ズ
も
し
く
は
七
タ
エ
ル

に
値
し
、
日
本
で
は
八
タ
エ
ル
三
マ
ズ
で
売
ら
れ
る
。

◇
麝

香

ア
ル
ミ
ス
ク
レ

二
ピ
コ
以
上
運
ぶ
。
広
東
で
は
一
カ
テ
に
つ
き
八
タ
エ
ル
に
値
す
る
が
、
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日
本
で
は

(

一
カ
テ
当
た
り)

十
四
か
ら
十
五
タ
エ
ル
、
あ
る
人
が
言
う
に
は
二
十

六
タ
エ
ル

(
�)

で
売
ら
れ
る
。

◇
鉛

白

ア
ル
バ
ヤ
ル
デ

五
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
広
東
で
は
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
七
マ
ズ
に
値

す
る
が
、
マ
カ
オ
で
は
三
タ
エ
ル
で
取
引
さ
れ
、
日
本
で
は

(

一
ピ
コ
に
つ
き)

六

タ
エ
ル
半
か
ら
七
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
日
本
人
女
性
は
こ
れ
を
大
量
に
消
費
す
る
。

上
質
な
色
の
も
の
は
、
中
国
か
ら
イ
ン
ド
を
通
じ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
も
齎
さ
れ

(

�)

、
一

缶
に
つ
き
、
六
か
ら
七
コ
ン
ド
リ
ン
に
値
す
る
。

◇
そ
の
船
は
さ
ら
に
二
〇
〇
な
い
し
は
三
〇
〇
ピ
コ
の
綿
糸
を
運
ぶ
。
マ
カ
オ
で
一

ピ
コ
に
つ
き
七
タ
エ
ル
に
値
し
、
日
本
で
は
十
六
、
十
七
、
十
八
タ
エ
ル
で
売
ら
れ

る
。

◇
さ
ら
に
三
〇
〇
〇
反
の
カ
ン
ガ

(

�)

、
即
ち
そ
の
大
部
分
は
白
色
、
そ
の
他
黒
色
、
各

色
の
綿
織
物
を
運
ぶ
。
値
段
は
多
様
で
あ
る
。
大
き
な
も
の
は
一
〇
〇

(

反)

に
つ

き
、(

広
東
で)

二
八
タ
エ
ル
、
日
本
で
は
五
〇
か
ら
五
四
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

綿
半
分
に
非
常
に
繊
細
な
生
糸
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
、
即
ち
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
或

い
は
オ
ラ
ン
ダ
の
布
地
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
カ
ン
ガ
は
一
ピ
コ
に
つ
き
一

タ
エ
ル
三
マ
ズ

(

一
〇
バ
ラ

(

�)

の
幅)

に
値
す
る
。
そ
の
他
の
よ
り
小
さ
な
も
の
は
広

東
で
一
〇
〇

(

反)

に
つ
き
、
十
二
タ
エ
ル
に
値
し
、
日
本
で
は
二
十
三
か
二
十
四

タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
着
色
の
も
の
は
八
タ
エ
ル
半
で
購
入
さ
れ
、
十
六
か
十
七
タ

エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
水
銀

ア
ゾ
ウ
ゲ

一
五
〇
な
い
し
は
二
〇
〇
ピ
コ
、
時
に
は
三
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
広
東
で
は

ピ
コ
あ
た
り
四
〇
で
卸
さ
れ
、
マ
カ
オ
で
は
四
三
タ
エ
ル
に
値
す
。
日
本
で
は

(

ピ

コ
あ
た
り)

九
〇
、
九
二
、
し
ば
し
ば
九
〇
以
下
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
ま
た
二
〇
〇
〇
ピ
コ
の
鉛
プ
ロ
モ

を
運
ぶ
。
マ
カ
オ
で
は
ピ
コ
あ
た
り
三
タ
エ
ル
に
値
す

る
が
、
日
本
で
は
六
タ
エ
ル
四
マ
ズ
で
売
ら
れ
、
お
よ
そ
倍
額
と
な
る
。

◇
錫
五
〇
〇
な
い
し
六
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
私
は
卸
値
も
売
値
も
記
憶
し
て
い
な
い
。

◇
山
帰
来

パ
ロ
デ
ラ
シ
ナ

を
五
〇
〇
な
い
し
六
〇
〇
ピ
コ
運
ぶ
。
ピ
コ
あ
た
り
一
タ
エ
ル
か
ら
十
二

マ
ズ
で
卸
さ
れ
、
日
本
で
は
四
か
ら
五
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
お
よ
そ
倍
額
と
な
る

マ

マ

。

◇
ま
た
食
器
を
二
〇
〇
〇
ラ
ン
ケ
ル
と
き
に
は
よ
り
少
量
を
運
ぶ
。
広
東
に
て
様
々

な
値
で
購
入
さ
れ
る
。
日
本
で
は
二
倍
か
三
倍
の
値
と
な
る
。

◇
一
〇
〇
ピ
コ
の
大

黄

ル
イ
バ
ル
ボ

を
運
ぶ
。(

ピ
コ
あ
た
り)

二
タ
エ
ル
半
で
購
入
さ
れ
、
日

本
で
は
五
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
倍
額
と
な
る
。

◇
一
五
〇
ピ
コ
の
甘
草
レ
ガ
リ
ス

を
運
ぶ
。
マ
カ
オ
で
は
ピ
コ
あ
た
り
三
タ
エ
ル
で
購
入
さ
れ
、

日
本
で
は
ピ
コ
あ
た
り
九
あ
る
い
は
一
〇
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
倍
額
と
な
る

マ

マ

。

◇
六
〇
あ
る
い
は
七
〇
ピ
コ
の
白
砂
糖
を
運
ぶ
。
ピ
コ
あ
た
り
十
五
マ
ズ
で
購
入
さ

れ
、
日
本
で
三
あ
る
い
は
四
タ
エ
ル
半
で
売
ら
れ
る
。
し
か
し
日
本
で
は
こ
れ
ら
は

あ
ま
り
消
費
さ
れ
ず
、
黒
砂
糖
が
好
ま
れ
る
。
黒
砂
糖
は
四
あ
る
い
は
六
マ
ズ
で
購

入
さ
れ
、
日
本
で
は
四
、
五
、
六
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
良
い
商
品

で
あ
り
、
一
五
〇
ピ
コ
か
ら
二
〇
〇
ピ
コ
が
運
ば
れ
る
。

◇
そ
の
船
の
カ
ピ
タ
ン
は
生
糸
の
輸
送
料

フ
レ
ッ
テ
ス

を
一
〇
〇
分
の
一
〇
徴
収
す
る
。
そ
の
他

の
商
品
に
は
輸
送
料
が
課
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
人
々
は
五
〇
〇
タ
エ
ル
の
手
数
料
を

支
払
う
。
さ
ら
に
日
本
で
六
〇
ピ
コ
相
当
の
売
却
価
格
を
差
し
出
す
。
こ
の
価
格
は

極
め
て
上
質
な
生
糸
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
五
〇
〇
タ
エ
ル
と
一
割
の
上
記
の

商
品

(

生
糸)

の
輸
送
料
は
事
前
に
支
払
わ
れ
る
。

《
中
国
か
ら
イ
ン
ド
へ
戻
る
船
の
荷
積
み
》

◇
そ
の
船
は
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
へ
の
帰
港
時
、
上
記
の
白
糸
を
一
〇
〇
〇
ピ
コ
ほ
ど
運

ぶ
。
こ
れ
は
上
記
の
値
段

(

一
ピ
コ
あ
た
り
八
〇
タ
エ
ル)

で
卸
さ
れ
、
イ
ン
ド
で

は
一
ピ
コ
あ
た
り
二
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
で
売
却
さ
れ
る
。

◇
あ
ら
ゆ
る
色
の
緞
子

ダ
マ
ス
コ

と
琥
珀
織

タ
フ
ェ
タ
ン

の
反
物
が
一
万
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
反
運
ば
れ
る
。

様
々
な
値
段
で
購
入
さ
れ
る
。
緞
子

ダ
マ
ス
コ

の
標
準
的
な
上
品
一
反
は
五
タ
エ
ル
で
あ
り
、

極
上
品
で
四
バ
ラ

(

四
・
四
メ
ー
ト
ル)

あ
る
も
の
は
、
六
、
七
タ
エ
ル
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
は
様
々
な
値
段
で
売
却
さ
れ
る
。
大
部
分
は
現
地
の
人
間

ロ
ス

ナ
ト
ゥ
ラ
レ
ス

の
間
で
売
ら

れ
る
。
琥
珀
織
の
購
入
と
売
却
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
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◇
三
か
ら
四
ピ
コ
の
多
種
の
金
が
運
ば
れ
る
。
八
割
か
ら
九
割
の
利
益
が
上
が
る
。

こ
れ
も
ま
た
現
地
の
人
間
の
間
で
消
費
さ
れ
る
。

◇
五
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
ピ
コ
の
精
錬
済
み
あ
る
い
は
精
錬
用
の
黄
銅

ラ

ト

ン

が
運
ば
れ
る
。

こ
れ
は
倍
価
と
な
る
が
、
現
地
の
人
間
の
間
で
消
費
さ
れ
る
。

◇
麝
香
六
か
ら
七
ピ
コ
を
運
ぶ
。
こ
れ
は
現
地
の
人
間
の
間
で
消
費
さ
れ
る
。
倍
価

と
き
に
は
そ
れ
以
上
の
価
格
で
取
引
さ
れ
る
。

◇
水
銀
一
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
七
割
か
ら
八
割
の
利
益
と
な
る
。

◇
辰

砂

ベ
ル
メ
ロ
ン

五
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
水
銀
同
様
の
利
益
が
あ
る
。

◇
砂
糖
二
〇
〇
〇
ピ
コ
か
ら
三
〇
〇
〇
ピ
コ

(

�)

を
運
ぶ
。
二
倍
ま
た
は
三
倍
の
価
格
に

な
る
。

◇
山
帰
来

パ
ロ
デ
ラ
シ
ナ

一
〇
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
〇
ピ
コ

(

�)

を
運
ぶ
。
二
倍
ま
た
は
三
倍
の
価
格
に
な

る
。

◇
マ
ニ
ラ
か
ら
二
〇
〇
〇
ピ
コ
の
真
鍮

ラ

ト

ン

を
運
ぶ
。
ピ
コ
あ
た
り
マ
カ
オ
で
五
タ
エ
ル

六
マ
ズ
か
ら
七
タ
エ
ル
で
取
引
さ
れ
、
倍
価
で
売
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ベ
ン
ガ
ル
で

消
費
さ
れ
る
。

◇
竜

脳

カ
ン
フ
ォ
ラ

二
〇
〇
ピ
コ
を
運
ぶ
。
こ
れ
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
向
か
う
。
そ
の
他
多
種

類
の
商
品
を
運
ぶ
。
一
〇
〇
％
あ
る
い
は
二
〇
〇
％
の
利
益
を
上
げ
る
。

◇
多
く
の
金
箔
で
塗
装
さ
れ
た
寝
台
、
食
卓
机
、
書
斎
机
を
運
ぶ

(

�)

。

◇
多
量
の
刺
繍
用
染
色
生
糸
。
一
カ
テ
あ
た
り
十
八
か
ら
十
九
マ
ズ
、
あ
る
い
は
二

タ
エ
ル
に
値
す
る
。
金
箔
で
塗
装
さ
れ
た
寝
台
は
三
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド

で
売
ら
れ
る
。
多
く
の
刺
繍
を
施
さ
れ
た
天
蓋
カ
バ
ー
、
天
蓋
カ
ー
テ
ン
、
同
様
に

中
国
人
に
よ
る
刺
繍
が
施
さ
れ
た
掛
け
布
、
小
間
物
、
注
意
深
く
編
み
上
げ
ら
れ
た

金
糸
の
ク
サ
リ
編
み
。

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
中
国
か
ら
商
品
を
舶
載
し
て
来
る
に
あ
た
り
、
マ
ラ
ッ
カ
で
関

税
七
・
五
％
を
支
払
う
。
こ
の
町
で
は
い
か
な
る
商
品
も
売
却
さ
れ
な
い
し
、
荷
卸

し
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

◇
セ
イ
ロ
ン
で
は
そ
の
町
に
駐
屯
す
る
守
備
隊
の
維
持
た
め
に
、
二
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー

ド
、
時
に
は
三
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
の
費
用
を
支
払
う
。
二
隻
か
三
隻
の
フ
ス
タ
船

あ
る
い
は
ガ
レ
オ
タ
船
が
そ
の
付
近
を
通
航
す
る

(

貿
易)

船
ま
で
や
っ
て
く
る
。

そ
し
て
こ
の
船
を
港
ま
で
い
や
お
う
な
く
曳
航
す
る
。
そ
の
港
で
は
船
が
十
分
に
支

払
う
ま
で
は
そ
れ
を
出
港
さ
せ
な
い
。
そ
の
要
塞
の
司
令
官
が
こ
れ
を
正
当
化
す
る

理
由
は
、
イ
ン
ド
副
王
が
彼
ら
に
関
税
を
課
す
こ
と
を
許
す
裁
許
状

エ

ス

ケ

ラ

に
由
来
す
る
。

同
様
の
こ
と
が
こ
の
肉
桂
を
産
す
る
島
周
辺
を
通
っ
て
ゴ
ア
へ
向
か
う
ベ
ン
ガ
ル
か

ら
の
船
や
あ
ら
ゆ
る
他
地
域
か
ら
の
船
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

◇
ゴ
ア
で
は
八
・
五
％
の
関
税
が
入
港
と
出
港
に
際
し
て
支
払
わ
れ
る
。
マ
ラ
ッ
カ

で
も
同
様
に
中
国
へ
向
か
う
出
港
の
際
に
支
払
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
セ
イ
ロ
ン

で
は
支
払
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
誰
も
そ
こ
へ
は
戻
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

《
ゴ
ア
か
ら
中
国
へ
向
か
う
船
の
荷
積
み
》

◇
ゴ
ア
か
ら
中
国
へ
向
か
う
船
は
銀
を
運
ぶ
。
私
が
見
た
と
こ
ろ
そ
れ
ら
は
通
貨
で

あ
っ
た
り
、
銀
糸
で
織
ら
れ
た
反
物
で
あ
っ
た
。

◇
二
〇
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
〇
タ
エ
ル

(

	)

の
象
牙
。

◇
ス
ペ
イ
ン
あ
る
い
は
そ
の
他
の
地
域
産
の
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト

テ

ル

シ

オ

ペ

ロ

。
猩
々
緋

グ

ラ

ナ

ス

。

◇
葡
萄
酒
一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
樽ピ
パ(


)。

◇
瓶
詰
め
オ
リ
ー
ブ
油
六
樽ピ
パ

。
オ
リ
ー
ブ
や
西
洋
風
蝶
木
の
実

ア

ル

カ

パ

ラ

ス(

ケ
ー
パ
ー)

入
り

の
酢
数
樽
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ゴ
ア
、
ゴ
ア
か
ら
中
国
へ
と
一
〇
〇
〇
レ
グ
ア

ほ
ど
の
距
離
を
運
ば
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
カ
オ
で
は
あ
ま
り
に
廉
価
で
取
引

さ
れ
る
の
で
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
驚
く
の
は
、
一
ク
ア
ル
ト
に
値
す
る
葡
萄

酒
が
ゴ
ア
で
は
一
レ
ア
ル
に
な
り
、
リ
ス
ボ
ン
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
値
で
取
引

さ
れ
る
こ
と
、
八
か
ら
一
〇
レ
ア
ル
の
オ
リ
ー
ブ
油
一
瓶
は
マ
ニ
ラ

(

�)

に
て
最
高
十
二

レ
ア
ル
で
取
引
さ
れ
る
。
一
瓶
に
つ
き
五
、
六
、
八
ペ
ソ
の
オ
リ
ー
ブ
油
の
一
〇
瓶

は
、
一
ペ
ソ
に
つ
き
八
レ
ア
ル
で
取
引
さ
れ
る
。
葡
萄
酒
一
ク
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ

(

�)

は
四

レ
ア
ル
で
取
引
さ
れ
、
そ
れ
以
上
に
は
な
ら
な
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
、
中
国
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で
取
引
を
す
る
十
分
な
資
本
金
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
な
ら
、
取
引
し
な
い
方
が
ま
だ

良
い
と
い
う
。
中
国
で
の
取
引
の
利
益
は
莫
大
だ
か
ら
で
あ
る
。

◇
象
牙
は
白
色
で
曲
が
り
が
少
な
い
場
合
、
中
国
人
に
ピ
コ
あ
た
り
五
〇
タ
エ
ル
で

売
ら
れ
る
。
こ
の
代
価
は
他
の
商
品
で
支
払
わ
れ
、
カ
ネ
で
も
銀
で
も
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
中
国
に
い
っ
た
ん
入
っ
た
銀
は
、
商

品
と
し
て
以
外
は
、
二
度
と
外
へ
出
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

◇
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
は
一
コ
ヴ
ァ
ド

(

六
十
六
セ
ン
チ)

あ
た
り
ゴ
ア
で
は
六
、
七

ク
ル
ザ
ー
ド
に
値
す
る
。
う
ち
一
バ
ラ

(

一
・
一
メ
ー
ト
ル)

に
も
満
た
な
い
一
パ

ル
モ

(

二
十
二
セ
ン
チ)

は
、
あ
る
人
に
拠
れ
ば
、
マ
カ
オ
に
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

間
で
七
、
八
タ
エ
ル
で
売
ら
れ
る
。

◇
猩
々
緋
は
一
コ
ヴ
ァ
ド
あ
た
り
ゴ
ア
で
五
、
六
、
七
、
八
ク
ル
ザ
ー
ド
に
値
す
る
。

◇
葡
萄
酒
一
樽
は
ゴ
ア
で
通
常
四
〇
か
ら
五
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
に
値
す
る
。
特
級
品
は

九
五
ク
ル
ザ
ー
ド
に
値
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
中
国
へ
は
行
か
な
い
。
マ
カ
オ
で
売

ら
れ
る
場
合
の
最
高
値
は
八
〇
か
ら
九
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
で
あ
る
。

◇
毎
年
中
国
へ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
手
に
限
っ
て
も
、
最
低
一
コ
ン
ト

(

一
〇
〇
万

レ
ア
ル
金
貨)

相
当
の
上
記
の
よ
う
な
商
品
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
マ
カ
オ
に
お
い
て
船
体
の
幅
と
長
さ
に
応
じ
て
、
船
が
空
で
あ

る
か
積
荷
が
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
泊
料

ア
ン
ク
ラ
ヘ

を
支
払
う
。
長
さ
は
ミ
ズ
ン
マ
ス
ト

か
ら
船
首
ま
で
を
測
り
、
幅
は
舷
側
か
ら
舷
側
ま
で
を
測
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大

凡
の
大
き
さ
に
応
じ
て
支
払
う
が
、
一
ブ
ラ
サ

(

二
・
二
メ
ー
ト
ル)

が
単
位
で
あ

る

(

�)

。
単
位
ご
と
の
値
は
時
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
た
と
え
ば
三
〇
〇
ト
ン

(

�)

積
み
の
船

は
三
〇
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
〇
タ
エ
ル
を
銀
で
支
払
う
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
こ
の

停
泊
料
を
蘇
木

(

ブ
ラ
ジ
ル
木)

あ
る
い
は
こ
の
地
域
に
持
っ
て
く
る
の
に
二
、
三

年
か
か
る
よ
う
な
他
の
商
品
で
支
払
わ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
商
品
が
な
い
と
き
に

は
銀
あ
る
い
は
別
の
商
品
で
支
払
っ
た
。
万
が
一
船
が
マ
カ
オ
の
港
で
冬
を
越
さ
ね

ば
な
ら
な
い
場
合
、
そ
れ
が
マ
カ
オ
の
住
民

プ
ロ
ピ
オ
ス

ビ
チ
ー
ノ
ス

の
船
で
あ
ろ
う
と
も
停
泊
料
を
必
ず
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

《
広
東
に
お
け
る
価
格
の
詳
細
覚
書
》

◇
上
質
の
金
一
タ
エ
ル
に
つ
き
銀
七
タ
エ
ル
。

◇
麝
香
一
カ
テ
に
つ
き
八
タ
エ
ル
。

◇
生
糸
一
ピ
コ
に
つ
き
八[

八
〇
カ]

タ
エ
ル
。

◇
国
内
最
高
級
品
で
あ
る
南
京
撚
糸
一
ピ
コ
に
つ
き
一
三
〇
タ
エ
ル
。

◇
高
級
緞
子

ダ
マ
ス
コ

反
物
、
十
四
バ
ラ
幅
、
一
反
に
つ
き
七
タ
エ
ル
。

◇
そ
の
他
通
常
の
質
の
絹
反
物
、
一
〇
バ
ラ
幅
、
一
反
に
つ
き
一
タ
エ
ル
三
マ
ズ
。

◇
辰
砂
一
ピ
コ
に
つ
き
四
〇
タ
エ
ル
。

◇
銅
一
ピ
コ
に
つ
き
七
〜
八
タ
エ
ル
。

◇
黄
銅
一
ピ
コ
に
つ
き
七
〜
八
タ
エ
ル
。

◇
水
銀
一
ピ
コ
に
つ
き
四
〇
タ
エ
ル
。

◇
真
鍮
一
ピ
コ
に
つ
き
八
マ
ズ
。

◇
綿
糸
一
ピ
コ
に
つ
き
八
タ
エ
ル
。

◇
砂
状
の
高
級
辰
砂
一
カ
テ
に
つ
き
七
〇
マ
ズ
。

◇
高
級
陶
磁
器
一
ラ
ン
ケ
ル
に
つ
き
一
タ
エ
ル
二
マ
ズ
。
高
級
皿
一
ラ
ン
ケ
ル
に
つ

き
十
五
マ
ズ
。

◇
高
級
大
皿
一
枚
に
つ
き
三
マ
ズ
。

◇
食
器
中
級
品
、
皿
等
の
陶
磁
器
や
な
ど
一
ラ
ン
ケ
ル
に
つ
き
一
・
五
マ
ズ
。

◇
南
京
産
の
上
質
琥
珀
織
の
反
物
、
十
二
コ
ヴ
ァ
ド
幅
、
一
反
に
つ
き
二
タ
エ
ル
半

〜
三
タ
エ
ル
。

◇
緞
子

ダ
マ
ス
コ

の
上
質
大
幅
反
物
、
十
六
バ
ラ
幅
、
廉
価
の
と
き
で
一
反
に
つ
き
十
二
タ
エ

ル
、
高
値
の
と
き
十
五
タ
エ
ル
。

◇
食
器
低
級
品
、
皿
や

碗

エ
ス
ク
デ
ィ
ー
ヤ

な
ど
、
一
ラ
ン
ケ
ル
に
つ
き
一
レ
ア
ル
以
下
。

◇
小
麦
一
ピ
コ
に
つ
き
四
マ
ズ
、
小
麦
粉
一
ピ
コ
に
つ
き
八
マ
ズ
。

◇
米
一
ピ
コ
に
つ
き
三
マ
ズ
半
〜
四
マ
ズ
。
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◇
牝
牛
一
頭
マ
カ
オ
に
お
い
て
四
タ
エ
ル
。

◇
小
麦
粉
一
ピ
コ
に
つ
き
マ
カ
オ
に
お
い
て
一
タ
エ
ル
二
マ
ズ
。

◇
豚
一
ピ
コ
に
つ
き
マ
カ
オ
に
お
い
て
二
〜
三
タ
エ
ル
。
広
東
で
は
一
タ
エ
ル
半
。

◇
雌
鶏
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
。

◇
塩
漬
け
の
魚
一
ピ
コ
に
つ
き
高
値
で
二
タ
エ
ル
、
と
き
に
は
さ
ら
に
廉
価
。

◇
生
鮮
魚
一
カ
テ
に
つ
き
一
コ
ン
ド
リ
ン
。

◇
砂
糖
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
、
廉
価
の
と
き
一
タ
エ
ル
半
。

◇
バ
タ
ー
の
よ
う
に
美
し
い
鉄
、
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
、
精
錬
さ
れ
た
も
の
二

タ
エ
ル
半
。

◇
砂
糖
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
半
、
と
き
に
よ
り
高
値
。

◇
中
国
産
竜
脳
一
ピ
コ
に
つ
き
一
〇
タ
エ
ル
。

◇
肉
桂
一
ピ
コ
に
つ
き
三
タ
エ
ル
。

◇
大
黄
一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
〜
二
タ
エ
ル
半
、
三
タ
エ
ル
。
中
国
に
は
無
限
に

あ
る
。

◇
高
級
絹
製
の
シ
ョ
ー
ル

ト

カ

、
一
枚
に
つ
き
二
〇
バ
ラ
幅
、
三
タ
エ
ル
半
〜
四
タ
エ
ル
。

◇
絹
で
編
ま
れ
た
女
性
用
の
網
状
シ
ョ
ー
ル
、
一
枚
に
つ
き
四
〜
五
マ
ズ
。

◇
甘
草

レ
ガ
リ
ス

一
ピ
コ
に
つ
き
二
タ
エ
ル
半
。

◇
山
帰
来
一
ピ
コ
に
つ
き
八
マ
ズ
〜
一
タ
エ
ル
。

[

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
品
と
そ
の
産
地

(

�)]

◎
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
そ
の
船
で
彼
ら
が
交
易
を
お
こ
な
う
土
地
か
ら
齎
す
商
品
は
次

の
と
お
り
。

◇
ま
ず
第
一
に
マ
レ
ー
か
ら
ゴ
ア
へ
は
多
く
の
香
辛
料
す
な
わ
ち
丁
子
、
胡
桃
、
錫

を
運
ぶ
。
錫
は
あ
の
地
域
で
は
最
も
上
等
の
も
の
が
産
出
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
錫
を

中
国
へ
も
運
ぶ
。
な
ぜ
な
ら
中
国
の
錫
は
こ
の

(

マ
レ
ー
産
の)

錫
ほ
ど
に
上
等
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
鼈
甲
、
多
く
の
真
珠
を
運
ぶ
。

◇
セ
イ
ロ
ン
か
ら
は
多
量
の
肉
桂
、
最
高
級
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
そ
の
他
の
貴
石
を

運
ぶ
。

◇
ベ
ン
ガ
ル
か
ら
は
多
量
の
上
質
綿
製
衣
類
、
多
量
の
砂
糖
、
貴
石
、
上
等
の
米
、

ベ
ン
ガ
ル
は
イ
ン
ド
最
大
の
米
の
産
地
で
あ
る
。

◇
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
は
象
牙
、
蘇
木

(

ブ
ラ
ジ
ル
木)

。

◇
ペ
ル
シ
ア
の
オ
ル
ム
ズ
か
ら
は
非
常
に
良
質
の
ア
ラ
ビ
ア
馬
、
良
質
の
真
鍮
、
ラ

リ
ン
銀
貨

(

�)

、
こ
れ
は
一
本
に
つ
き
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ア
ル
よ
り
僅
か
に
少
な
い
価
値
を

も
つ
。
多
く
の
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
実
、
ゴ
ア
へ
向
か
う
多
く
の
ラ
ク
ダ
織
、
多
量
の

蒸

留

水

ア
グ
ア
エ
ス
テ
ィ
ラ
ー
ダ

、
多
く
の
ベ
ネ
チ
ア
金
貨
、
こ
れ
は
一
枚
に
つ
き
一
エ
ス
ク
ー
ド
に
相

当
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
十
一
レ
ア
ル
に
相
当
。

◇
ペ
グ
ー
王
国
か
ら
は
パ
ン
状
あ
る
い
は
別
の
形
の
ラ
ッ
ク

(

�)

を
運
ぶ
。

◇
シ
ャ
ム
か
ら
は
良
質
の
棒
状
銀
、
大
量
で
良
質
の
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
、
ア
ー
モ
ン
ド

の
よ
う
な
高
級
安
息
香

メ

ン

フ

ィ

、
ウ
コ
ン
油

(

黄
膏
カ)

、
檳
榔
油
、
蘇
木

(

ブ
ラ
ジ
ル
木)

、

鉛プ
ロ
モ、
大
量
の
米
。

◇
交
趾
シ
ナ
か
ら
は
、
沈

香

パ
ロ
デ
ア
ギ
ラ

、
非
常
に
高
価
な
伽
羅
木

カ
ラ
ン
バ
イ

。
こ
れ
は
黒
色
で
そ
の
油

は
一
カ
テ
あ
た
り
五
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
に
値
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
間
で
も
現
地
人

の
間
で
も
こ
れ
は
銀
の
分
銅
で
量
ら
れ
る
。
銀
、
胡
椒
、
マ
ニ
ラ
へ
は
数
種
の
生
糸

が
運
ば
れ
る
。

◇
チ
ャ
ン
パ
王
国
か
ら
交
趾
シ
ナ
同
様
の
香
木
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
上
質
で
あ
る
。

他
の
種
類
の
黒
色
木
、
こ
れ
は
四
分
の
一
に
割
っ
て
食
事
用
の
箸
に
す
る
。
そ
し
て

こ
の
王
国
に
は
他
の
商
品
は
な
い
。

◇
カ
ン
バ
ヤ

(

�)

か
ら
は
そ
の
あ
た
り
の
地
域
で
は
最
上
の
乳

香

イ
ン
セ
ン
ソ

を
運
ぶ
。
こ
れ
ら
は

ピ
コ
あ
た
り
三
タ
エ
ル
に
値
し
、
幸

福

ラ
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

の
ア
ラ
ビ
ア
に
あ
る
ド
フ
ァ
ー
ル

(

�)

、
ま

た
ソ
マ
リ
ア
の
島

(

	)

か
ら
運
ば
れ
る
。
こ
の
う
ち
ア
チ
ェ
産
の
も
の
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

た
ち
は
別
の
名
で
呼
ぶ

(


)

。

◇
チ
モ
ー
ル
か
ら
は
白
檀
。
他
の
地
域
に
は
存
在
し
な
い
。
サ
ン
・
ト
メ
に
は
色
つ

き
の
も
の
は
あ
る
。
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◇
ボ
ル
ネ
イ
か
ら
は
竜
脳
、
知
ら
れ
て
い
る
う
ち
で
は
最
良
の
も
の
。
こ
れ
は
土
地

の
人
々
の
間
で
は
銀
の
分
銅
で
量
ら
れ
る
。
同
様
に
こ
の
竜
脳
の
木
か
ら
作
ら
れ
た

食
卓
机
、
書
斎
机
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
美
し
く
、
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
す
る
。

◇
テ
ル
ナ
テ
や
テ
ィ
ド
ー
レ
、
そ
の
他
の
島
々
か
ら
は
三
種
か
四
種
の
丁
子
。

◇
バ
ン
ダ
と
そ
の
周
辺
の
島
々
か
ら
は
ナ
ツ
メ
グ
と
メ
ー
ス
、
手
も
足
も
な
い
非
常

に
優
美
な
鳥
。
非
常
に
長
い
尾
と
類
稀
に
美
し
い
翼
を
も
ち
鷺
に
似
て
い
る
。

◇
日
本
か
ら
は
と
り
わ
け
上
質
の
平
ら
な
銀
を
大
量
に
、
マ
グ
ロ
、
非
常
に
長
い

三
日
月
刀

ア
ル
フ
ァ
ン
ジ
ェ

に
似
た
刀

カ
タ
ナ

、
金
で
ふ
ん
だ
ん
に
細
工
を
施
さ
れ
た
柄
、
そ
の
他
の
も
の
を

運
ぶ
。

◇
ス
ン
ダ
と
そ
の
他
多
く
の
地
域
か
ら
、
様
々
な
種
類
の
も
の
を
運
ぶ
。

◇
ス
ペ
イ
ン
人
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
か
ら
多
量
の
特
上
で
白
色
、
あ
る
い
は
そ
の
他

の
色
の
綿
織
物
、
多
量
の
各
色
の
緞
子

ダ
マ
ス
コ

、
多
か
ら
ず
少
な
か
ら
ず
琥
珀
織
の
反
物
、

各
色
の
撚
り
生
糸
と
ほ
ぐ
し
生
糸

セ

ダ

ス

エ

ル

タ

、
大
量
の
食
器
を
持
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

生
糸
・
絹
織
物
は
す
べ
て
中
国
人
た
ち
が
マ
ニ
ラ
へ
持
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
大
量
の
精
錬
さ
れ
た
金
、
異
な
る
金
位
キ
ラ
ッ
ト

に
精
錬
す
る
た
め
の
金
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

以
下
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
存
在
す
る
各
種
の
金
の
名
称
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は

金
位
キ
ラ
ッ
ト

に
も
と
づ
く
。

第
一
に
ア
リ
セ
イ
ス
金

(

�)

は
二
十
三
キ
ラ
ッ
ト
。
三
粒
で
そ
の
島
々
で
は
一
タ
エ
ル

あ
た
り
九
ペ
ソ
す
な
わ
ち
八
レ
ア
ル
に
相
当
す
る
。
ギ
ヌ
グ
ラ
ン

(

�)

金
は
二
〇
キ
ラ
ッ

ト
。
七
ペ
ソ
に
相
当
す
る
。
ア
レ
グ
エ
ラ
ス
金

(

�)

は
十
八
あ
る
い
は
十
九
キ
ラ
ッ
ト
。

タ
エ
ル
あ
た
り
五
ペ
ソ
半
に
相
当
す
る
。
リ
ン
キ
ン
金

(

�)

は
十
四
キ
ラ
ッ
ト
あ
る
い
は

十
四
キ
ラ
ッ
ト
半
。
四
ペ
ソ
あ
る
い
は
四
ペ
ソ
半
に
相
当
す
る
。
ビ
ス
リ
ン

(

�)

金
は
九

キ
ラ
ッ
ト
あ
る
い
は
九
キ
ラ
ッ
ト
半
。
三
ペ
ソ
に
相
当
す
る
。
マ
ル
ヴ
ァ
イ

(

�)

金
は
六

キ
ラ
ッ
ト
あ
る
い
は
六
キ
ラ
ッ
ト
半
。
一
ペ
ソ
半
か
二
ペ
ソ
に
相
当
す
る
。

二
、
商
品
に
つ
い
て

[

表
一]

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
取
引
商
品
覚
書

(

以
下

｢

覚

書｣

と
略
記)｣

の
内
容
は

｢

中
国
か
ら
日
本
へ
行
く
船
の
荷
積
み｣

、｢

中
国
か
ら

イ
ン
ド
へ
戻
る
船
の
荷
積
み｣

、｢

ゴ
ア
か
ら
中
国
へ
向
か
う
船
の
荷
積
み｣

、｢

広
東

に
お
け
る
価
格
の
詳
細
覚
書｣

、｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
品
と
そ
の
産
地｣

と
大
き

く
五
つ
に
分
類
で
き
る
。
最
初
の
三
項
目
は
主
に
中
国
↓
日
本
、
中
国
↓
イ
ン
ド
、

ゴ
ア(

イ
ン
ド)

↓
中
国
間
の
直
線
的
な
航
路
の
荷
積
み
の
内
容
を
示
し
て
お
り
、
東

南
ア
ジ
ア
の
港
市
で
売
買
さ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
の
記
載
は
基
本
的
に
含
ま
れ
な
い
。

そ
の
た
め
追
加
的
に
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
と
そ
の
産
物
に
つ
い
て
の
記
録
が
第
五
項

目

｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
品
と
そ
の
産
地｣

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
従
来
の
南
蛮
貿
易
の
研
究
は
日
本
＝
マ
カ
オ
間
の
交
易
を
主
に
対
象
と
し
、

マ
カ
オ
の
後
ろ
に
控
え
る
広
東
市
場
が
着
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
マ
カ
オ
は
あ
く
ま
で
商
品
の
集
散
地
で
あ
り
、
日
本
へ
商
品
と
し
て
齎
さ
れ
る

中
国
産
物
は
広
東
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
以
上
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(

一)

中
国
↓
日
本
向
け
商
品

最
も
数
が
多
く
、
商
品
情
報
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
の
は
日
本
向
け
の
中
国
産
商
品

で
あ
る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
糸
と
絹
織
物
が
主
力
商
品
で
あ
る
。
生

糸
の
中
で
も
撚
糸
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
数
量
で
見
る

と
白
糸
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
ピ
コ
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ピ
コ
と
輸
入

量
に
は
大
き
な
差
が
無
い
。
但
し
利
益
は
品
質
に
応
じ
て
七
〇
％
〜
一
八
五
％
と
大

き
く
幅
が
あ
る
。
ツ
ヅ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る

｢

日
本
プ
ロ
ク

ラ
ド
ー
ル
覚
書｣

中
、｢

五
か
ら
六
、
一
〇
箱
ま
で
の
反
物
と
撚
糸
を
取
引
す
る
の

は
悪
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
肉
厚
で
良
質
、
深
紅
色
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
こ
れ
ら
は
銀
の
吸
収
が
よ
く
、
よ
く
売
れ
、
確
か
な
収
益
が
上
が
る
か
ら
で
あ
る

(

�)｣

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
撚
糸
が
売
れ
筋
の
商
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
白
糸
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と
撚
糸
を
合
計
す
る
と
一
〇
〇
〇
ピ
コ
程
度
の
輸
入
量
と
な
る
。
こ
の
記
録
は
十
六

世
紀
終
盤
の
交
易
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
六
〇
〇
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
日

本
輸
入
生
糸
量
は
二
五
〇
〇
ピ
コ
以
上
と
大
き
な
差
が
あ
る

(

	)

。
一
六
一
五
年
パ
タ
ニ

商
館
発
送
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
日
本
へ
の
生
糸
輸
入
量
が
白
糸
と
撚
糸
の
合
計
で
六
、

二
〇
五
斤

(

六
二
ピ
コ
相
当)

で
あ
る
か
ら

(


)

、
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
中
国
産
白

糸
市
場
の
独
占
振
り
が
窺
い
知
れ
る
。
一
六
〇
九
年
に
日
本
貿
易
を
始
め
た
オ
ラ
ン

ダ
船
で
あ
る
が
、
当
初
の
輸
入
量
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
と
比
較
す
る
と
非
常
に
僅
か
で

あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船
の
白
糸
に
対
し
て
パ
ン
カ
ダ

(

一
括)

取
引
の
免
除
が
優
遇
さ

れ
た
の
も
そ
の
取
引
量
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

絹
織
物
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
輸
入
量
は
一
七
〇
〇
〜
二
一
〇
〇
反
と
記
さ
れ
る
。
こ

れ
も
や
は
り
一
六
一
五
年
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
絹
織
物
五
五
八
反

(

�)

と
比
較
す
る
と
大
き

な
開
き
が
あ
る
。
反
物
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
こ
で
は
綿
織
物
が
三
〇
〇
〇

反
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
量
的
に
見
れ
ば
絹
織
物
よ
り
も
遥
か
に
多
い
。
但
し
一
反
に

つ
き
売
却
単
価
が
五
倍
程
度
異
な
る
の
で
、
利
益
と
し
て
は
絹
織
物
の
方
が
多
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

金
に
つ
い
て
は

｢

広
東
に
お
け
る
価
格
の
詳
細
覚
書｣

の
冒
頭
で

｢
上
質
の
金
一

タ
エ
ル
に
つ
き
銀
七
タ
エ
ル｣

と
記
さ
れ
る
。
小
葉
田
淳
氏
は
万
歴
年
間
の
中
国
に

お
け
る
金
銀
交
換
比
率
が

｢

金
一
に
対
し
銀
七
カ
八

(

�)｣

で
あ
っ
た
と
す
る
。
次
い
で

同
氏
は
こ
の

｢

覚
書｣

の
英
訳
を
引
用
、
そ
れ
が
広
く
一
六
〇
〇
年
頃
に
関
す
る
も

の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
十
七
世
紀
初
頭
に
日
本
で
の
金
銀
交
換
比

率
が
一
対
八
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
誤
訳
か
時
代
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
十
七
世
紀
初
頭
日
本
で
の
金
銀
交
換
比
率
は
同
氏
の
明
ら
か
に
す

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
一
対
十
二
〜
十
三
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
覚
書
の

年
代
を
特
定
す
る
要
素
は
文
書
中
記
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
十
七
世
紀
初

頭
の
も
の
と
断
定
す
る
要
素
は
揃
っ
て
い
な
い
。
た
ま
た
ま
英
訳
本
の
編
者
が
一
六

二
〇
〜
一
六
二
一
年
の
史
料
を
収
載
し
た
第
十
九
巻
に
十
七
世
紀
初
頭
の
会
計
文
書

と
と
も
に
年
代
不
詳
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
誤
訳
で
は
な
い
こ
と
は

実
際
に
金

(

上
質)

の
広
東
市
場
価
格
が
六
・
六
タ
エ
ル
、
日
本
で
の
売
却
価
格
が

八
・
三
タ
エ
ル
、
金

(

並)

で
は
広
東
市
場
価
格
が
五
・
四
タ
エ
ル
に
対
し
、
日
本

で
の
売
却
価
格
が
七
・
八
タ
エ
ル
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
明
ら
か
で
あ
る
。
利
益
は

金

(

並)

の
方
が
四
四
％
と
金

(

上
質)

よ
り
も
多
い
。
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
タ

エ
ル
は
重
量
一
一
二
・
五
㎏
〜
一
三
〇
㎏
に
相
当
す
る
。
小
葉
田
論
文
に
は
天
正
十

三
年

(

一
五
八
五)

の
金
銀
交
換
比
率
が
一
対
八
・
三
二
と
あ
り
、
こ
の
覚
書
に
記

さ
れ
る
売
却
価
格
に
一
致
す
る
。
こ
の
覚
書
の
作
成
者
が
一
五
八
五
年
頃
に
マ
カ
オ

と
日
本
に
滞
在
し
て
経
験
し
た
貿
易
に
つ
い
て
、
後
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
府
の
命
に

従
っ
て
自
ら
の
記
録
を
披
露
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
は
布
教
資
金
獲
得
の
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
日
本
貿
易

(

主
に
白
糸)

に
投
資
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
経

済
担
当
職
で
あ
る
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
は
長
崎
、
マ
カ
オ
等
に
配
置
さ
れ
た
が
、
マ
カ

オ
の
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
職
の
規
則
の
な
か
で

｢

そ
れ

(

必
需
品
の
綿
織
物)

以
外
は

す
べ
て
金
に
投
資
す
る
こ
と

(

…)

こ
の
金
に
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
四
〇
〇
〇
タ

エ
ル
を
投
資
す
る
よ
う
尽
力
す
る
こ
と

(


)｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
則
は
イ
エ
ズ

ス
会
東
イ
ン
ド
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
一
五
八
〇
年
代
に
制
定
さ
れ
た

後
、
少
な
く
と
も
一
六
一
一
年
〜
一
六
一
二
年
の
巡
察
師
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
シ

オ
と
一
六
一
八
年
の
同
職
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
に
よ
り
改
訂
が
加
え
ら
れ

た

(

�)

。
こ
の
項
目
が
い
つ
頃
の
こ
と
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
が

日
本
で
の
交
換
を
目
的
と
し
て
毎
年
銀
四
〇
〇
〇
タ
エ
ル
を
中
国
で
金
の
購
入
に
充

て
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

陶
磁
器
は
合
計
二
万
個
で
品
質
は
日
用
品
か
ら
高
級
品
ま
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
卸
値
は
大
幅
に
異
な
っ
た
が
、
概
ね
日
本
で
の
価
格
は
二
倍
か
ら
三
倍
と
な
っ
た
。

日
用
品
の
陶
磁
器
は
一
〇
個
に
つ
き
〇
・
一
タ
エ
ル
、
高
級
品
は
一
〇
個
に
つ
き
一
・

二
〜
・
一
・
五
タ
エ
ル
と
十
二
〜
十
五
倍
の
差
が
あ
っ
た
。

( ) 近世初期の南蛮貿易の輸出入品について (岡)57
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表１ 16世紀ポルトガル船積載品・価格表

産地名 商品名 数量 ゴア価格 広東価格 マカオ価格 日本価格 利益率 特記

中国⇒日本へ
の積載品

中国 白糸 500～600ピコ
80タエル／ピ
コ

140～150タエ
ル／ピコ

75%～87%

中国／マニラ
撚糸 (レトロ
ス) 上

400～500ピコ
130～140タエ
ル／ピコ

370～400タエ
ル／ピコ

185%
最高級品は南
京産

中国／マニラ
撚糸 (レトロ
ス) 並

上に含む
55～60タエル
／ピコ

100タエル／
ピコ

70～82%

中国／マニラダルカ糸 上に含む
40タエル／ピ
コ

94タエル／ピ
コ

135%
1 カテを 1／
104ピコとし
て計算

中国／マニラ
刺繍入り絹織
物

1700～2100反
1.1～1.4 タ エ
ル／反

2.5～3タエル
／反

114～127%

中国 金 (並)
3000～4000タ
エル

5.4タエル／
タエル

7.8タエル／
タエル

44%

中国 金 (上) 上に含む
6.6～ ７タエ
ル／タエル

8.3タエル／
タエル

26%

中国
麝香 (アルミ
スクレ)

2ピコ
8タエル／カ
テ

14～15タエル
／カテ

75～88%

中国
麝香 (アルミ
スクレ) 上

上に含む
26タエル／カ
テ

225%特に高値の時

中国
鉛白 (アルバ
ヤルデ)

500ピコ
2.7タエル／
ピコ

ポルトガルで
は6～7コンド
リン／缶

中国／マニラ綿糸 200～300ピコ
8タエル／ピ
コ

7タエル／ピ
コ

16～18タエル
／ピコ

128～157%

中国／マニラ
カンガ (綿織
物)

3000反
0.28タエル／
反

0.5～0.54タエ
ル／反

78～92%

中国／マニラ
カンガ (絹綿
混紡)

上に含む
1.3タエル／
ピコ

中国／マニラ
カンガ (白色
小)

上に含む
0.12タエル／
反

0.23～0.24 タ
エル／反

92～100%

中国／マニラ
カンガ (色付
き小)

上に含む
0.085 タ エル
／反

0.16～0.17 タ
エル／反

88～100%

中国
水銀 (アゾウ
ゲ)

150～200ピコ
／300ピコ

40タエル／ピ
コ

43タエル／ピ
コ

90～92タエル
／ピコ

125～130%

シャム 亜鉛 (プロモ) 2000ピコ
3タエル／ピ
コ

6.4タエル／
ピコ

113%

中国
山帰来 (中国
木)

500～600ピコ
0.8～1タエル
／ピコ

1～1.2タエル
／ピコ

4～5タエル／
ピコ

400%

中国 陶磁器 (上)
2000ランケル＝
20000片

1.2～1.5 タ エ
ル／ランケル

卸値の2～3倍 100～200%
高級大皿は1
枚15マズ

中国 陶磁器 (並) 上に含む
1.5マズ／ラ
ンケル

中国 陶磁器 (下) 上に含む
1レアル／ラ
ンケル

中国
大黄 (ルイバ
ルボ)

100ピコ
2.5タエル／
ピコ

5タエル 100%

中国
甘草 (レガリ
ス)

150ピコ
2.5タエル／1
ピコ

3タエル／ピ
コ

9～10タエル
／ピコ

260～300%

中国 白砂糖 60～70ピコ
1.5～2タエル
／1ピコ

1.5タエル／
ピコ

3～4.5タエル
／ピコ

100～125%
日本人は黒砂
糖を好む

中国 黒砂糖 150～200ピコ
0.4～0.6 タ エ
ル／ピコ

4～6タエル／
ピコ

900%

中国⇒ゴアへ
の積載品

中国 白糸 1000ピコ
200クルザー
ド／ピコ

80タエル／ピ
コ

150%
1クルザード＝
1タエルで計
算

中国／マニラ
ダマスク織反
物 (上)

10000～
12000反

価格幅あり 5タエル／反

インドで消費,
16バラの大幅
は12～15タエ
ル／反
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中国／マニラ
ダマスク織反
物 (極上)

上に含む 価格幅あり
6～7タエル／
反

インドで消費

中国／マニラ
琥珀織(タフェ
タン) 反物
(上)

上に含む 価格幅あり 2.5～3タエル 12コヴァド幅

中国／マニラ
琥珀織(タフェ
タン) 反物
(極上)

上に含む 価格幅あり

中国 金 3～4ピコ
卸値の1.8～
1.9倍

5.4～6.6 タ エ
ル／タエル

80～90％インドで消費

中国 黄銅 (ラトン) 500～600ピコ卸値の2倍
7～8タエル／
ピコ

100%インドで消費

中国
麝香 (アルミ
スクレ)

6～7ピコ
卸値の2倍以
上

8タエル／カ
テ

100%

中国
水銀 (アゾウ
ゲ)

100ピコ
卸値の1.7～
1.8倍

40タエル／ピ
コ

70～80%

中国
辰砂 (ベルメ
ロン)

500ピコ
卸値の1.7～
1.8倍

40タエル／ピ
コ

70～80%

中国 (白) 砂糖
2000～3000ピ
コ

卸値の2～3倍
1.5～2タエル
／1ピコ

1.5タエル／
ピコ

100～200%

中国
山帰来 (中国
木)

1000～2000ピ
コ

卸値の2～3倍
1～1.2タエル
／ピコ

100～200%

マニラ 真鍮 (ラトン) 2000ピコ 卸値の2倍 8マズ／ピコ
5.6～7タエル
／ピコ

100%
ベンガルで消
費

中国
竜脳(カンフォ
ラ)

200ピコ 卸値の2～3倍
10タエル／ピ
コ

ポルトガルへ
送る

中国
金箔塗装の家
具

3000～4000ク
ルザード

中国
刺繍用染色生
糸

187～208タエ
ル／ピコ

1カテを 1／
104ピコとし
て計算

中国 刺繍入り寝具

ゴア⇒中国へ
の積載品

インド 銀
通貨や銀糸の
反物

インド 象牙
2000～3000タ
エル

50タエル／ピ
コ

スペイン
ヴェルヴェッ
ト (テルシオ
ペロ)

6～7クルザー
ド／コヴァド

7～8タエル／
パルモ

240%
1コヴァド＝
66cm, 1パル
モ22センチ

スペイン
猩々緋 (グラ
ナス)

5～8クルザー
ド／コヴァド

スペイン 葡萄酒 (並) 150～200樽
40～50クルザー
ド／樽 (ピパ)

80～90クルザー
ド (最高価格)

80%～100%
1樽 (ピパ)
は凡そ800�

スペイン 葡萄酒 (上) 上に含む
95クルザード
／樽 (ピパ)

マカオへは卸
されず

スペイン オリーブ油 6樽
8～10レアル
／瓶

20%
マニラで12レ
アル／瓶

スペイン
ケーパー入り
酢

数樽

広東市場価格

中国 金 (上)
銀7タエル／
タエル

中国 麝香
8タエル／カ
テ

中国 生糸
80タエル／ピ
コ

原文では8タ
エル

中国 南京産撚糸
130タエル／
ピコ

中国
ダマスク織反
物 (上)

7タエル／反 14バラ幅

中国
ダマスク織反
物 (上)

12～15タエル
／反

16バラ幅
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中国
南京産琥珀織
反物 (上)

2.5～3タエル
／反

12コヴァド幅

中国 絹反物 (並) 1.3マズ／反 10バラ幅

中国 綿糸
8タエル／ピ
コ

中国
高級絹の
ショール

3.5～4タエル
／枚

中国
女性用網状
ショール

4～5マズ／枚

中国
辰砂 (ベルメ
ロン)

40タエル／ピ
コ

中国 銅
7～8タエル／
ピコ

中国 黄銅
7～8タエル／
ピコ

中国 水銀
40タエル／ピ
コ

中国 真鍮 (ラトン) 8マズ／ピコ

中国 鉄
2タエル／1ピ
コ

中国 精錬鉄
2.5タエル／1
ピコ

中国 砂状辰砂 (上) 70マズ／カテ

中国 陶磁器 (上)
1.2タエル／
ランケル

中国 高級皿
1.5タエル／
ランケル

中国 高級大皿 3マズ／枚

中国 陶磁器 (並)
1.5マズ／ラ
ンケル

中国 陶磁器 (下)
1レアル以下
／ランケル

中国 小麦 4マズ／ピコ

中国 小麦粉
0.8タエル／
ピコ

1.2タエル／
ピコ

中国 牝牛 4タエル／頭

中国 豚
1.5タエル／
頭

2～3タエル／
頭

中国 雌鶏
2タエル／1ピ
コ

中国 塩漬けの魚
2タエル／1ピ
コ

中国 生鮮魚
1カテ／1コン
ドリン

中国
(白) 砂糖
並

1.5～2タエル
／1ピコ

中国
(白) 砂糖
上

2.5タエル／1
ピコ

中国 竜脳
10タエル／ピ
コ

中国 肉桂
1ピコ／3タエ
ル

中国 大黄
2～3タエル／
ピコ

中国
甘草 (レガリ
ス)

2.5タエル／1
ピコ

中国
山帰来 (中国
木)

0.8～1タエル
／ピコ
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大
黄
、
甘
草
、
山
帰
来

(

土
茯
苓)

と
い
っ
た
中
国
国
内
自
生
の
生
薬
類
は
利
益

率
四
〇
〇
％
に
至
る
も
の
も
あ
り
、
非
常
に
高
い
利
益
率
が
示
さ
れ
る
。
砂
糖
は
日

本
人
の
間
で
は
白
砂
糖
よ
り
も
黒
砂
糖
の
需
要
が
高
く
、
利
益
率
は
九
〇
〇
％
に
上
っ

て
い
る
。

(

二)

中
国
↓
イ
ン
ド
向
け
商
品

イ
ン
ド
向
け
白
糸
搬
入
量
は
一
〇
〇
〇
ピ
コ
と
日
本
向
け
よ
り
も
多
く
、
利
益
も

一
五
〇
％
と
日
本
向
け
と
比
較
し
て
六
〇
％
ほ
ど
高
い
。
撚
糸
は
な
く
、
緞
子

ダ
マ
ス
コ

・
琥

珀
織
の
反
物
が
一
〇
、
〇
〇
〇
反
〜
一
二
、
〇
〇
〇
反
と
日
本
向
け
絹
反
物
の
五
倍

に
相
当
す
る
。
緞
子
に
つ
い
て
は
一
六
一
五
年
の
オ
ラ
ン
ダ
船
で
は
六
二
反
日
本
へ

輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
覚
書
に
記
さ
れ
ず
と
も
日
本
へ
輸
入
さ
れ
る
場

合
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

金
は
三
〜
四
ピ
コ(

重
量
一
八
〇
〜
二
四
〇
㎏)

と
日
本
よ
り
も
多
く
運
ば
れ
る
。

ゴ
ア
で
の
売
却
価
格
は
一
・
八
〜
一
・
九
倍
で
あ
り
、
金
銀
交
換
比
率
は
一
対
十
三

と
な
り
、
日
本
よ
り
も
高
利
益
で
取
引
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
日
本
へ
の
搬

入
量
の
お
よ
そ
三
〇
倍
以
上
の
砂
糖
を
は
じ
め
、
生
薬
、
鉱
物
が
大
量
に
運
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
需
要
度
に
比
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
水
銀
に
限
っ
て
い
え

ば
日
本
の
輸
入
量
が
よ
り
多
く
、
ま
た
取
引
価
格
も
割
高
で
あ
る
。

(

三)

イ
ン
ド
↓
中
国
向
け
商
品

ゴ
ア
か
ら
中
国
へ
の
積
載
品
は
他
と
比
較
し
て
種
類
が
限
ら
れ
て
い
る
。
積
載
量

は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
金
と
の
交
換
で
上
が
る
利
益
は
日
本
以
上
で
あ
っ
た
た
め
、

相
当
量
の
銀
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
向
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産

の
日
用
必
需
品
が
大
き
く
占
め
る
。
葡
萄
酒
、
オ
リ
ー
ブ
油
と
い
っ
た
日
用
必
需
品

は
遠
距
離
を
運
ば
れ
て
も
原
価
を
割
る
場
合
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
商
品
で

は
な
く
む
し
ろ
贈
答
用
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
の
個
人
消
費
に
充
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
中
国
＝
日
本
間
の
貿
易
と
の
比
較
の
た
め
に
、
中
国
＝
イ
ン
ド
間
の
貿

( ) 近世初期の南蛮貿易の輸出入品について (岡)61

表２ アジア物産・地域一覧

産地名 商品名

マレー 丁子､ 胡桃､ 胡椒､ 錫､ 鼈甲､ 真珠

セイロン 肉桂､ ダイヤモンド､ 貴石

ベンガル 綿製衣類､ 砂糖､ 貴石､ 米

モザンビーク 象牙､ ブラジル木 (蘇芳)

オルムズ アラビア馬､ 真鍮､ ラリン銀貨､ ナツメヤシの実､ ラクダ織の布､ 蒸留水､ ベネチア金貨

ペグー ラック

シャム 銀､ マスケット銃､ 安息香､ ウコン油､ 椰子油､ 蘇木､ 亜鉛､ 米

交趾シナ 沈香､ 伽羅木､ 銀､ 胡椒､ 生糸

チャンパ 沈香､ 伽羅木 (交趾シナより上等)､ 黒色の箸用木材

カンバヤ ドファール或いはソマリア産乳香

チモール 白檀

ボルネイ 竜脳､ 竜脳製家具

マルク諸島 丁子数種類

バンダ ナツメグ､ メース､ 珍種の鷺鳥

日本 銀､ マグロ､ 刀剣､ 柄

スンダ 多種

マニラ 綿織物､ 中国産絹製品 (ダマスク織反物､ 琥珀織反物､ 撚り糸､ ほぐし生糸)､ 食器､ 金

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo



易
も
検
討
し
た
が
、
そ
の
結
果
貿
易
の
規
模
・
利
益
率
と
も
に
中
国
＝
イ
ン
ド
間
の

貿
易
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
主
力
商
品
で
あ
る
生
糸
、
反
物
、
金
の
搬

入
量
が
日
本
よ
り
多
い
以
上
、
代
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
銀
も
ま
た
イ
ン
ド
か
ら
の

方
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
日
本
で
の
金
銀
交
換
比
率
が
一
対
八
・
三
で
あ
る
の

に
対
し
、
イ
ン
ド
で
は
一
対
十
三
で
あ
る
か
ら
、
金
取
引
の
収
益
も
ま
た
同
量
で
あ

れ
ば
イ
ン
ド
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
瀬
弘
一
郎
氏
の
論
文
中
引
用
さ

れ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
ッ
カ
ー
ロ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
要
塞
と
都
市
に
関
す
る
報
告

(

�)

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢

か
つ
て
ゴ
ア
か
ら
シ
ナ
に
向
け
て
行
わ
れ
た
航
海
は
、[

ポ

ル
ト
ガ
ル]

王
国
へ
の
航
海
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の[

イ
ン
デ
ィ
ア]

領
国
に
お
い
て

最
も
豊
か
で
、
最
大
の
資
金
が
動
く
航
海
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
銀
の
ナ
ウ
船

と
呼
ば
れ
た
第
一
の
ナ
ウ
船
の
場
合

(

…)
。
今
日
で
は
、
年
に
よ
っ
て
は
、
一
艘

の
ガ
レ
オ
タ
船
に
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
カ
ン
デ
ィ
ン(
六
万
八
八
五
〇
〜
九
万
一
八
〇

〇
㎏)

積
載
し
よ
う
と
す
る
者
が
辛
う
じ
て
い
る
と
い
っ
た
有
様
で
あ
る

(

�)
(

…)｣

十
七
世
紀
に
入
る
と
オ
ラ
ン
ダ
船
が
イ
ン
ド
洋
海
域
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
海
域
を
経

て
、
シ
ナ
海
に
出
没
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
・
ス
ペ
イ
ン
船
と
互
い
に
激
し
い
戦
闘
を
繰

り
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
中
国
＝
イ
ン
ド
間
の
取
引
は
衰
退
に
向
か
う

(

�)

。
こ

の
た
め
日
本
交
易
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
重
要
性
を
増
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
覚
書
か
ら
は
十
六
世
紀
の
第
二
後
半

(

一
五
七
五
〜
一
六

〇
〇)

未
だ
中
国
＝
イ
ン
ド
間
の
交
易
が
活
発
で
日
本
以
上
の
収
益
を
上
げ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(

四)

ア
ジ
ア
各
地
の
商
品

[

表
二]

で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
交
易
を
お
こ
な
っ
た
地
域
・
産
物
が
示
さ
れ
て
い

る
。
中
国
↓
日
本
へ
の
積
載
品
は
殆
ど
中
国
産
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
南
ア
ジ

ア
・
東
南
ア
ジ
ア
産
の
商
品
は
リ
ス
ト
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
交
趾

コ

ー

チ

シ
ナ
の
沈
香
・

伽
羅
木
・
ト
ン
キ
ン
生
糸
や
占
城

チ
ャ
ン
パ

の
沈
香
・
伽
羅
木
、
マ
レ
ー
の
錫
・
胡
椒
、
ボ
ル

ネ
イ
の
竜
脳
、
マ
ル
ク
諸
島
の
丁
子
、
マ
ニ
ラ
の
生
糸
・
絹
織
物
と
い
っ
た
商
品
は

朱
印
船
が
各
地
か
ら
運
ぶ
商
品
と
共
通
し
て
お

り

(

�)

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
日
本
へ
も
齎
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
も
詳
細
に
分
か
る
暹
羅

シ

ャ

ム

産
商
品
名
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
、
朱
印
船
、
オ
ラ
ン
ダ
船
積
載
の
も

の
と
相
互
比
較
す
る
た
め
に

[

表
三]

に
ま
と

め
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
記
録
は
十
六
世
紀
後

半
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
朱
印
船
・
オ
ラ

ン
ダ
船
は
十
七
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
。
共

通
の
商
品
は
蘇
木
、
鉛
、
檳
榔
製
品
、
ウ
コ
ン

製
品
の
商
品
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
で
は
銀
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
、
安
息
香
等

が
加
わ
り
、
十
七
世
紀
の
朱
印
船
と
オ
ラ
ン
ダ

船
で
は
鹿
皮
、
鮫
皮
、
沈
香
、
錫
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
鹿
皮
と
鮫
皮
は
オ
ラ
ン

ダ
船
・
朱
印
船
と
も
に
暹
羅

シ

ャ

ム

で
は
蘇
木
と
並
ぶ

主
力
商
品
で
あ
り
、
十
六
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
交
易
に
名
前
が
掲
げ
ら
れ
な
い
の
は
不
思
議

で
あ
る
。
永
積
洋
子
氏
は
鹿
皮
に
つ
い
て

｢

十

六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
は
じ
め
に
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
ら
し
い
が
、

そ
の
後
は
主
と
し
て
シ
ャ
ム
、
台
湾
か
ら
輸
入

さ
れ
た｣

と
述
べ
る

(

�)

。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
行
政
官

ア
ン
ト
ニ
オ
・
モ
ル
ガ
が
一
五
九
五
年
〜
一
六

〇
三
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
任
中
に
見
聞
し
た
事

象
を
著
し
た

『

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
誌』

に
、

東京大学史料編纂所研究紀要 第18号 2008年３月 ( )62

表３ シャム産商品の推移

出典 年代 品目

ポルトガル船取引商品覚書 推定1585年～1600年
銀､ マスケット銃､ 安息香､ ウコン油 (黄膏カ)､

檳榔油､ 蘇木､ 鉛､ 米

地方別朱印船輸出入品目表 1603年～1633年
蘇木､ 鹿皮､ 鮫皮､ 水牛角､ 鉛､ 錫､ 竜脳､ 血竭､

更紗､ 木綿縞､ 象牙､ 籐､ 珊瑚珠､ 沈香

オランダ船日本市場輸入暹

羅商品数量表
1634年

鹿皮､ 鮫皮､ 蘇木､ 極上沈香､ 鉛､ 錫､ カンボジヤ

胡桃､ 黄膏､ 乾檳榔､ 太泥籐､ 象牙､ 黒砂糖､ 黒漆

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo



｢
こ
れ
ら
の

(

日
本
か
ら
の)

帆
船
は
六
、
七
月
の
南
西
風
の
時
期
に
日
本
に
帰
る

が
、
マ
ニ
ラ
か
ら
は
チ
ナ
の
生
糸
、
金
、
鹿
皮
、
染
料
と
な
る
蘇
芳
、
蜂
蜜
、
蜜
蝋
、

椰
子
酒
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
の
葡
萄
酒
、
麝
香
猫
、
茶
を
入
れ
て
お
く
壺
、
ガ
ラ
ス
、

布
地
、
そ
の
他
エ
ス
パ
ニ
ャ
産
の
珍
し
い
品
物
を
買
っ
て
帰
る

(

�)｣

と
あ
る
。
つ
ま
り

十
六
世
紀
終
盤
鹿
皮
は
暹
羅

シ

ャ

ム

で
は
な
く
マ
ニ
ラ
か
ら
多
く
日
本
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
手
で
日
本
へ
輸
入
さ
れ
た
た
め
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
は
多
く
積
載
さ
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

五)

日
本
↓
中
国
へ
の
交
易
品

こ
の
覚
書
中
、
中
国
＝
イ
ン
ド
間
貿
易
に
つ
い
て
は
双
方
か
ら
の
輸
出
入
品
目
と

価
格
が
記
載
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
＝
中
国
間
貿
易
に
つ
い
て
は
中
国
か

ら
の
商
品
・
価
格
リ
ス
ト
が
詳
細
に
提
示
さ
れ
る
一
方
で
、
日
本
か
ら
中
国
へ
向
か

う
商
品
・
価
格
リ
ス
ト
は
提
示
さ
れ
な
い
。
わ
ず
か
に

｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
品

と
そ
の
産
地｣

に
銀
、
マ
グ
ロ
、
刀
剣
、
柄
を
産
す
る
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

一
五
八
五
年
〜
一
五
九
一
年
ま
で
東
イ
ン
ド
を
旅
行
し
た
ラ
ル
フ
・
フ
ィ
ッ
チ
は

｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
シ
ナ
の
マ
カ
オ
か
ら
日
本
に
航
す
る
時
に
は
、
彼
ら
は
多
量
の

生
糸
、
金
、
麝
香
と
磁
器
を
輸
入
し
、
同
地
か
ら
銀
だ
け
を
輸
出
す
る

(
�)｣

と
残
し
て

い
る
。
こ
の
記
述
は
覚
書
の
内
容
と
見
事
に
一
致
し
、
中
国
か
ら
は
様
々
な
商
品
が

日
本
へ
輸
入
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
か
ら
中
国
へ
は
商
品
代
価
と
し
て
支

払
わ
れ
る
大
量
の
銀
の
ほ
か
は
主
力
商
品
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
フ
ィ
ッ

チ
の
記
録
が
一
五
八
五
年
〜
一
五
九
一
年
に
記
さ
れ
、
覚
書
の
内
容
と
完
全
に
一
致

し
て
い
る
事
実
は
、
覚
書
の
舞
台
と
な
っ
た
交
易
状
況
が
や
は
り
こ
の
時
代
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
引
用
し
た
モ
ル
ガ
は
日
本
か
ら
マ
ニ
ラ
へ
来
航
す
る
日
本
船
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

｢

日
本
か
ら
も
同
様
に
、
日
本
商
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
帆
船
が
毎
年
長
崎
の
港

か
ら
、
十
月
末
と
三
月
頃
の
北
風
に
乗
っ
て
来
島
し
、
同
じ
手
続
き
に
従
っ
て
マ
ニ

ラ
に
入
り
、
錨
を
下
ろ
す
。
彼
ら
が
持
っ
て
く
る
主
な
荷
物
は
、
マ
ニ
ラ
の
必
需
品

で
あ
る
非
常
に
良
質
の
小
麦
粉
、
高
価
な
乾
肉
、
美
し
い
色
調
の
絹
布
、
油
絵
や
金

箔
を
置
い
た
上
品
で
立
派
に
枠
取
り
さ
れ
た
屏
風
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
刃
物
、
た
く

さ
ん
の
武
具
、
槍
、
刀
や
そ
の
他
見
事
な
細
工
の
武
器
類
、
書
机
、
箱
、
漆
を
塗
り

い
ろ
い
ろ
の
模
様
を
施
し
た
木
の
小
箱
、
見
か
け
の
良
い
廉
価
な
装
身
具
、
非
常
に

上
質
の
新
鮮
な
梨
、
良
質
の
塩
漬
の
ま
ぐ
ろ
の
樽
や
桶
、
籠
に
入
れ
た
シ
ン
バ
ロ
と

呼
ば
れ
て
い
る
非
常
に
良
い
声
を
し
た
雲
雀
や
そ
の
他
雑
多
な
も
の
で
あ
る
。(

…)

大
部
分
の
品
は
島
内
で
消
費
さ
れ
、
そ
の
う
ち
い
く
ら
か
が
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ

向
け
の
船
荷
に
な
る
。
支
払
い
は
一
般
に
レ
ア
ル
銀
貨
で
行
わ
れ
る
が
、
日
本
で
は

銀
が
と
れ
る
の
で
、
彼
ら
は
チ
ナ
人
ほ
ど
銀
を
欲
し
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、
多
量
の

銀
の
板
を
商
品
と
し
て
持
っ
て
来
て
比
較
的
安
い
値
段
で
売
っ
て
行
く
の
が
普
通
で

あ
る

(

	)｣こ
こ
か
ら
は
日
本
か
ら
マ
ニ
ラ
へ
運
ば
れ
る
商
品
が
銀
の
ほ
か
に
は
食
料
品
や
工

芸
品
、
刀
剣
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
の
主
要
産
物
は
あ

く
ま
で
銀
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
と
く
に
高
収
益
の
見
込
ま
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
関
税
と
運
搬
料
に
つ
い
て

こ
の
覚
書
で
は
各
地
の
関
税
、
運
搬
料(

カ
ピ
タ
ン
へ
の
報
酬)

の
問
題
が
扱
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
高
瀬
弘
一
郎
氏
の
最
新
の
研
究

(


)

が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
実
態
の
解
析
を
試
み
る
。

高
瀬
氏
の
研
究
で
は
様
々
な
時
代
の
異
な
る
典
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代

ご
と
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
日
本
＝
マ
カ
オ
貿
易
に
お
け
る
関
税
と
運
搬
料
、
カ
ピ
タ

ン
の
報
酬
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

(

一)
カ
ピ
タ
ン
の
収
入
と
輸
送
料

十
六
世
紀
後
半

(
一
五
七
〇
年
代
以
降)

に
関
し
て
は
、
マ
カ
オ
で
毎
年
日
本
へ
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向
け
て
二
〇
〇
〇
ピ
コ
の
生
糸
が
積
み
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
荷
主
た
ち
は
積
荷
の
価

格
の
一
〇
％
を
カ
ピ
タ
ン
へ
輸
送
料
と
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

(

�)

。

ま
た
積
載
生
糸
が
二
〇
〇
〇
ピ
コ
に
達
し
な
い
場
合
も
、
二
〇
〇
〇
ピ
コ
を
積
む
の

と
同
様
の
額
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
ヌ
エ
ル
・

デ
ィ
ア
ス
の
記
録
に
見
ら
れ
る

(

�)

。
一
六
三
五
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
ッ

カ
ー
ロ
の
記
録
で
は
、
貿
易
総
売
上
の
一
〇
％
が
い
っ
た
ん
関
税
と
し
て
マ
カ
オ
市

に
納
め
ら
れ
た
後
、
カ
ピ
タ
ン
へ
の
報
酬
と
し
て
そ
こ
か
ら
約
一
〇
分
の
一
に
満
た

な
い
額
が
支
出
さ
れ
た
と
あ
る

(

�)
。
こ
れ
は
こ
の
両
者
の
年
代
に
お
け
る
マ
カ
オ
＝
日

本
間
の
貿
易
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
貿
易

の
権
利
は
一
五
五
六
年
以
降

(

�)

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
貴

族

フ
ィ
ダ
ル
ゴ

個
人
に
対
し
、
そ
の
軍
事
功
績

に
応
じ
て
或
い
は
買
い
取
り
形
式
で
国
王
よ
り
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
常
と
し
た
が
、

一
六
三
四
年
の
カ
ピ
タ
ン
、
ロ
ポ
・
サ
ル
メ
ン
ト
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
を
最
後

に
国
家
予
算
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

(

�)

、
船
団
の
カ
ピ
タ
ン
は
マ
カ
オ
在
住
の

有
力
な
貴

族

フ
ィ
ダ
ル
ゴ

が
便
宜
上
任
命
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
十
六
世
紀
後
半
と
一
六
三
五
年

頃
の
カ
ピ
タ
ン
の
職
権
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
覚
書
で
は
カ
ピ
タ
ン
の
収
入
が
生
糸
積
載
の
場
合
は
一
〇
％
、
そ
の
他
の
商

品
で
あ
る
場
合
は
五
〇
〇
タ
エ
ル
支
払
わ
れ
、
さ
ら
に
日
本
で
の
売
却
後
に
六
〇
ピ

コ
相
当
の
手
数
料
が
支
払
わ
れ
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
十
六
世
紀
後
半
の
カ
ピ
タ
ン
の

収
入
形
態
と
一
致
し
て
い
る
。

(

二)

関
税
と
停
泊
料

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
そ
の
ア
ジ
ア
で
の
商
業
ル
ー
ト
の
な
か
で
関
税
を
納
め
る
地
域

と
し
て
こ
の
覚
書
に
記
さ
れ
る
の
は
マ
ラ
ッ
カ
、
セ
イ
ロ
ン
、
ゴ
ア
の
三
箇
所
で
あ

る
。
マ
ラ
ッ
カ
で
は
商
品
総
額
の
七
・
五
％
が
支
払
わ
れ
る
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

商
品
取
引
が
さ
れ
な
い
と
も
記
さ
れ
る
。

十
六
世
紀
前
半
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
シ
ナ
海
へ
の
進
出
は
イ
ン
ド
洋
海
域
と
東
南

ア
ジ
ア
海
域
を
結
ぶ
港
市
マ
ラ
ッ
カ
占
領
が
起
点
と
な
り
、
こ
の
地
で
中
国
や
琉
球

の
商
人
と
邂
逅
し
た
後
、
中
国
・
日
本
へ
の
進
出
を
目
指
す
に
至
っ
た
背
景
か
ら
、

中
国
か
ら
イ
ン
ド
へ
向
か
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
途
中
寄
港
す
る
マ
ラ
ッ
カ
は
日
本
貿

易
に
お
い
て
も
重
要
な
交
易
地
で
あ
っ
た
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
マ
ラ
ッ
カ

を
起
点
と
す
る
香
料
貿
易
に
イ
ン
ド
＝
中
国
を
結
ぶ
船
は
参
加
せ
ず
、
少
な
く
と
も

公
貿
易
船
は
関
税
を
支
払
い
船
舶
の
運
航
に
必
要
な
補
給
の
み
で
、
風
待
ち
を
し
て

立
ち
去
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
副
王
の
勅
令
で
定
め
ら
れ
て
い

た
が
、
現
実
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。

｢

彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
マ
ラ
ッ
カ
市
に
着
い
た
ら
、
税
関
に
お
い
て
、
積
ん
で
い

る
す
べ
て
の
商
品
に
つ
い
て
、
八
％
の
税
金
を
支
払
う
。
其
処
を
発
つ
際
に
は
、
何

も
払
わ
な
い
。
し
か
し
あ
の[

マ
ラ
ッ
カ
市
の]

カ
ピ
タ
ン
た
ち
が
シ
ナ
に
向
け
て
行

う
香
料
の
航
海
に
損
害
を
与
え
な
い
た
め
に
、
歴
代
副
王
の
勅
令
に
よ
り
、
其
処

[

マ
ラ
ッ
カ]

か
ら
シ
ナ
に
は
、
香
料
も
他
の
い
か
な
る
商
品
も
齎
す
こ
と
が
出
来
な

い
。
そ
れ
故
、
し
ば
し
ば
前
述
の

[

マ
ラ
ッ
カ
市
の]

カ
ピ
タ
ン
た
ち
と
協
議
が
行

わ
れ
、
彼
ら[

シ
ナ
か
ら
日
本
へ
の
航
海
を
恵
与
さ
れ
た
者
た
ち]

は
彼
ら[

マ
ラ
ッ

カ
市
の
カ
ピ
タ
ン
た
ち]

か
ら
、
前
述
の
香
料
の
航
海
を
買
得
す
る
。
そ
れ
ら[

香
料]

を
、
シ
ナ
に
齎
す
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
其
処

[

シ
ナ]

に
お
い
て
大
な
る
価

値
を
有
す
る
、
主
要
な
商
品
だ
か
ら
で
あ
る

(

�)(

…)｣

右
の
史
料
は
高
瀬
氏
が
同
書
で
掲
げ
る

｢

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が
イ
ン
デ
ィ
ア
各
地

に
有
す
る
諸
都
市
・
諸
要
塞
、
其
処
に
お
け
る
カ
ピ
タ
ン
職
そ
の
他
の
諸
役
職
、
お

よ
び
そ
れ
ら
の
経
費
に
関
す
る
記
録

(

一
五
八
二
年

(

�))｣

で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ

る
内
容
を
要
約
す
る
と
、
本
来
な
ら
香
料
貿
易
の
権
利
は
マ
ラ
ッ
カ
市
の
カ
ピ
タ
ン

の
み
が
有
し
た
が
、
こ
れ
ら
香
料
が
中
国
で
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン

ド
か
ら
中
国
へ
向
か
う
途
中
の
日
本
＝
マ
カ
オ
間
貿
易
の
カ
ピ
タ
ン
た
ち
が
そ
の
権

利
を
買
収
し
、
香
料
を
直
接
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
中
国
へ
運
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
覚
書
に
記
さ
れ
る

｢

マ
ラ
ッ
カ
で
は
い
か
な
る
商
品
も
売

却
さ
れ
な
い
し
、
荷
卸
し
さ
れ
る
こ
と
も
な
い｣

と
い
う
事
項
は
公
の
規
定
で
あ
り
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な
が
ら
も
、
実
際
に
は
カ
ピ
タ
ン
間
の
貿
易
権
の
売
買
に
よ
り
規
定
が
破
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

他
に
は
ゴ
ア
で
は
積
荷
の
八
・
五
％
が
入
港
時
と
出
港
時
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
、

セ
イ
ロ
ン
で
は
近
海
を
通
る
船
を
強
制
的
に
曳
航
し
て
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
ク
ル

ザ
ー
ド
支
払
わ
せ
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
る
。

最
後
に
マ
カ
オ
に
お
け
る
停
泊
料
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
停
泊
料

ア
ン
ク
ラ
ヘ

は
荷
積
み
に
関

係
な
く
船
の
容
積
に
応
じ
て
額
が
決
定
す
る
と
あ
る
の
で
、
荷
積
み
に
応
じ
て
決
定

す
る
関
税
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
マ
ヌ
エ
ル
・

デ
ィ
ア
ス
の
報
告
に
拠
れ
ば
同
時
期
の
マ
カ
オ
の
関
税
は
二
〜
四
％
で
、
マ
カ
オ
市

は
こ
れ
以
外
に
収
入
源
を
も
た
な
か
っ
た
と
い
う

(

	)

。
こ
の
覚
書
で
は
支
払
う
側
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
り
、｢

マ
カ
オ
の
住
民
で
あ
ろ
う
と
も｣

と
い
う
く
だ
り
、
支
払

い
手
段
が
中
国
で
渇
望
さ
れ
る
銀
或
い
は
稀
少
な
蘇
木
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
停
泊
料
の
支
払
先
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
役
人
の
所
属
す
る
マ
カ
オ
市
で
は
な

く
、
土
地
を
貸
し
て
い
る
中
国
官
憲
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
測
も
可
能
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
カ
オ
に
お
い
て
中
国
人
に
納
め
た
土
地
の
賃
貸
料

(

地
租)

に
つ
い
て
は
年
間
五
〇
〇
両
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
七
四
〇
年
頃

以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
当
初
は
一
〇
〇
〇
両
、
一
六
九
一
年
以
降
六
〇
〇
両
、
一
七

四
〇
年
頃
に
五
〇
〇
両
と
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る

(


)

。
い
ず
れ
も
十
八
世
紀
以
後

に
書
か
れ
た
典
拠
ば
か
り
な
の
で
、
日
本
交
易
時
の
金
額
を
決
定
す
る
に
は
足
ら
な

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
マ
カ
オ
に
お
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
地
租
と
賄
賂
以
外
に
中

国
官
憲
に
何
某
か
を
支
払
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

天
正
八
年

(

一
五
八
〇)

に
大
村
純
忠
が
長
崎
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
し
た
際
、
同

時
に
停
泊
料
の
徴
収
権
利
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
委
ね
ら
れ
た
。
長
崎
港
の
停
泊
料
は
一

隻
に
つ
き
一
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド

(

六
六
七
タ
エ
ル
に
相
当)

で
あ
っ
た

(

�)

。
こ
の
事
例

か
ら
停
泊
料
が
土
地
の
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
原
理
を
考
え
る
と
、
支
払
い

先
が
マ
カ
オ
市
で
は
な
く
中
国
側
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
史
料
発
掘
に
努
め
て
結
論
を
出
し
た
い
。

お
わ
り
に
―
今
後
の
課
題
―

以
上
、
十
六
世
紀
後
半
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
よ
る
日
中
間
交
易
に
つ
い
て
、
交
易

品
目
・
取
引
価
格
等
の
非
常
に
具
体
的
な
情
報
を
記
し
た
一
史
料
を
分
析
し
た
。
分

析
の
過
程
で
、
こ
の
作
成
年
代
不
詳
の
文
書
が
通
説
の
よ
う
に
十
六
世
紀
末
あ
る
い

は
十
七
世
紀
の
初
頭
で
は
な
く
、
よ
り
早
い
一
五
八
五
年
頃
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
交
易
状
況
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ

は
文
書
に
記
載
さ
れ
る
日
本
に
お
け
る
金
の
価
値
が
一
五
八
五
年
頃
の
も
の
と
合
致

す
る
こ
と
、
ラ
ル
フ
・
フ
ィ
ッ
チ
の
旅
行
記
の
よ
う
な
同
時
代
の
記
述
と
記
載
内
容

に
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
が
根
拠
と
な
る
。

こ
の
論
文
は
十
六
世
紀
後
半
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
よ
る
交
易
と
十
七
世
紀
前
半
の

そ
れ
を
比
較
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

の
ア
ジ
ア
交
易
は
時
代
に
よ
っ
て
交
易
商
品
、
取
引
価
格
、
取
引
量
等
が
大
き
く
異

な
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
時
代
背
景
が
影
響
要
因
と
し
て
視

点
に
含
ま
れ
ず
、
一
枚
岩
的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
南
蛮
貿
易
が
、
前
近
代
ア

ジ
ア
を
め
ぐ
る
急
速
な
政
治
的
変
動
の
な
か
で
、
様
々
な
要
素
と
相
互
に
影
響
し
合

い
な
が
ら
変
化
し
て
い
く
様
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
十
六
世

紀
の
広
東
市
場
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
、
南
欧
史
料
か
ら
の
情

報
が
漢
籍
や
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
に
よ
る
情
報
の
不
足
を
補
い
う
る
例
と
し
て
、
新
た

な
視
点
を
ア
ジ
ア
海
域
史
の
研
究
者
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
南
蛮
貿
易
の
時
代
別
推
移
に
着
目
し
、
こ
の
交
易
が
い
つ

頃
い
か
な
る
外
的
・
内
的
要
因
で
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
か
を
体
系
的
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
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｢
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５)

永
積
洋
子
編

『

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記』

全
四
輯
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九

〜
一
九
七
〇
年
。

(

６)

加
藤
榮
一

｢『

平
戸』

時
代
前
半
期
の
オ
ラ
ン
ダ
船

日
本
貿
易
の
実
態｣

『

た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
研
究
紀
要』

二
号
、
一
九
八
七
年
。
同
｢

連
合
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
の
戦
略
拠
点
と
し
て
の
平
戸
商
館｣

田
中
健
夫
編

『
日
本
前
近
代
の
国
家
と

対
外
関
係』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。

(

７)

太
田
勝
也

『

長
崎
貿
易』

同
政
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
五
五
〜
二
七
九
頁
。

(

８)

松
井
洋
子

｢

一
六
二
二
年
に
お
け
る
日
蘭
貿
易
の
展
望
―
商
館
長
カ
ム
プ
ス
の
報

告
書
を
め
ぐ
っ
て
―｣

『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要』

第
十
三
号
、
二
〇
〇
三

年
。

(

９)

行
武
和
博

｢

家
康
政
権
の
対
外
政
策
と
オ
ラ
ン
ダ
船
貿
易
―

｢

平
戸
商
館
初
期｣

の
日
蘭
貿
易
実
態

(

一
六
〇
九
〜
一
六
一
六
年)｣

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要

第
十
七
号
、
二
〇
〇
七
年
。

(

10)

十
七
世
紀
前
半
に
関
す
る
近
年
の
研
究
で
は
鈴
木
康
子

『

近
世
日
蘭
貿
易
史
の
研

究』
(

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年)

、
八
百
啓
介

『

近
世
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
と
鎖
国』

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年)

等
が
挙
げ
ら
れ
る

(

11)
P
A
ST
E
L
L
S,P
ablo

(ed.)
C
O
L
IN
,
F
rancisco,L

aborE
vangelica:

m
inisterios

apostolicos
de

los
obreros

de
la

C
om

pania
de

Iesvs,
fvundacion,

y

progressos
de

su
provincia

en
las

islas
F

ilipinas,
1900-1902,

B
arcelona.T

om
o
III,
pp.219-221.(first

published
1663,M

adrid)

(

12)
B
L
A
IR
,
E
m
m
a
H
elen

&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,
Jam
es
A
lexander,

T
he

P
hilippine

Islands
1493-1898,

V
ol.
19,
pp.303-319

(second
edition

in

M
anila,1973).

B
O
X
E
R
,

op.
cit.
note(2)-(1),

pp179-184.

(

13)

小
葉
田
淳

｢

日
本
の
金
銀
外
国
貿
易
に
関
す
る
研
究｣

『

史
学
雑
誌』

四
四
号
、
一

九
三
三
年
。

(

14)

岡
本
良
知
注(

１)

前
掲
書
、
六
七
九
〜
六
九
五
頁
。

(

15)

外
山
卯
三
郎

『

南
蛮
船
貿
易
史』

、
東
光
出
版
、
一
九
四
三
年
、
四
二
六
〜
四
二
八

頁
。

(

16)

高
瀬
弘
一
郎
前
掲
注(

３)

論
文
、
一
九
頁
。

(

17)

岡
田
章
雄

｢

近
世
初
期
に
於
け
る
主
要
な
る
輸
入
物
資
に
つ
い
て｣

『

日
欧
交
渉
と

南
蛮
貿
易』

(

岡
田
章
雄
著
作
集
第
三
巻)

思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
。

(

18)

旧
番
号
一
―
二
―
一
／
十
三
。

(

19)
P
atronato

S2/SS12
D
escubrim

ientos
etc.

M
aluco

y
E
speciaria

(

20)
B
O
X
E
R
,
note

(2)-(1)

は
こ
の
文
書
を
一
六
〇
〇
年
頃
の
も
の
と
し
て
扱
う
。

(

21)

岡
本
良
知
注

(

１)

前
掲
書
、
四
八
〇
〜
四
八
一
頁
、
四
九
四
頁
。

(

22)

一
五
九
三
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
一
六
〇
二
年
に
ド
ミ
ニ
コ
会
と
ア
ウ
グ
ス
チ

ノ
会
が
布
教
を
開
始
し
た
。

(

23)

ア
ン
ト
ニ
オ
・
モ
ル
ガ

『

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
誌』

(

大
航
海
時
代
叢
書
第
Ⅰ
期
第
七

巻)

岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
三
九
二
頁
。
フ
ァ
ン
・
ヒ
ル(

平
山
篤
子
訳)

『

フ
ィ

ダ
ル
ゴ
と
サ
ム
ラ
イ
―
十
六
・
十
七
世
紀
の
イ
ス
パ
ニ
ア
と
日
本』

法
政
大
学
出
版

局
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
〇
〜
六
八
頁
。

(
24)

フ
ァ
ン
・
ヒ
ル

(

同
右
書
、
二
四
〜
六
六
頁)

に
よ
れ
ば
、
秀
吉
の
マ
ニ
ラ
侵
攻

計
画
は
マ
ニ
ラ
側
で
は
実
現
可
能
の
も
の
と
し
て
脅
威
を
感
じ
て
い
た
。

(

25)
高
瀬
弘
一
郎

｢

十
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
わ
が
国
の
ス
ペ
イ
ン
貿
易｣

『

キ
リ
シ
タ

ン
時
代
の
貿
易
と
外
交』

八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
八
八
〜
一
二
二
頁
。

(

26)

高
瀬
弘
一
郎
前
掲
注

(

25)

論
文
、
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。

(

27)
B
O
X
E
R
,

op.cit.(2)-(1),
p179,

op.cit.(2)-(2),
pp.425-427.
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(
28)

B
O
X
E
R
,

op.cit.(2)-(2),
pp.425-427.

(

29)
一
例
を
挙
げ
る
と
、cangalas

(

原
文
はcanga),

D
e
F
ar
(

原
文
はD

efar

で

都
市
名D

ofar

の
崩
し),

Sum
atra

(

原
文
で
はSom

aria)

等
の
共
通
の
間
違
い

が
見
ら
れ
る
。

(

30)

一
六
〇
〇
年
当
時
、
一
ド
ュ
カ
ド
＝
一
タ
エ
ル
＝
一
ク
ル
ザ
ー
ド
と
計
算
さ
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
一
ド
ュ
カ
ド
は
一
〇
な
い
し
は
十
一
レ
ア
ル
貨
に
相
当
し
た
。
タ
エ

ル
は
重
量
単
位
と
し
て
は
日
本
の
一
〇
匁

(

三
七
・
五
グ
ラ
ム)

に
相
当
す
る
。

(

31)

重
量
お
よ
そ
一
・
三
グ
ラ
ム
の
ス
ペ
イ
ン
銅
貨

(

32)

二
〇
個
で
はcorja

と
い
う
単
位
を
使
用
。

(

33)

お
よ
そ
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
ド
で
は
四
ア
ロ
ー
バ
に
相
当
。

参
考B

O
X
E
R
,

op.cit.(2)-(1),
p.341.

(

34)

英
語
で
は
オ
ン
ス
。

二
八
・
六
九
一
グ
ラ
ム
に
相
当
。

(

35)
B
O
X
E
R
,
op.cit.(2)-(1),p.179

で
はdarca
は
写
本
製
作
者
の
写
し
間
違
い
の
可

能
性
が
あ
る
と
述
べ
る
。
高
瀬
弘
一
郎
氏
も
ダ
ル
カ
を
意
味
不
明
と
し
て
い
る(

前
掲

注

(

３)

論
文)

。

(

36)

通
常
の
リ
ブ
ラ
は
ポ
ン
ド
同
様
、
お
よ
そ
四
六
〇
グ
ラ
ム
に
相
当
。

(

37)

本
文
書
の
最
初
の
翻
刻
紹
介
と
な
っ
たP

A
ST
E
L
L
S

注

(
11)
で
は
、gaxos

と

記
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
そ
の
他
の
英
訳
本
もgaxos

と
し
て
い
る
。
原
文
書
で
は
明
ら

か
にcodos

と
記
さ
れ
、covado

(

長
さ
六
六
セ
ン
チ)

或
い
は

codo
(

肘
の
長

さ)

と
考
え
ら
れ
る
。

(

38)

活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

で
は
十
六
と
さ
れ
る
が
、
原
文
書
で
は
二
十
六

で
あ
り
、
ま
た
文
脈
か
ら
考
え
て
写
し
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(

39)

こ
の
部
分
、
活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

(

40)

丈
夫
な
綿
織
物
の
総
称
。
原
文
書
で
はcanga

と
記
さ
れ
る
が
、
活
字
本

(

ス
ペ

イ
ン
語
・
英
語)

で
はçangalas

と
さ
れ
、
岡
本
訳
も

｢

サ
ン
ガ
ラ
ス｣

と
な
っ
て

い
る
。

(

41)

一
バ
ラvara

は
一
・
一
メ
ー
ト
ル
に
相
当
。

(

42)
P
A
ST
E
L
L
S

で
は
二
〜
三
ピ
コ
、B

L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
(ed.),

B
O
X
E
R

で

は
二
〇
〇
あ
る
い
は
三
〇
〇
ピ
コ
と
訳
す
。
原
文
書
は
二
〇
〇
〇
、
三
〇
〇
〇
ピ
コ

と
記
す
。

(

43)
B
O
X
E
R

翻
訳
書
で
は
二
〇
〇
〇
と
訳
す
が
、
原
文
書
は
一
〇
〇
〇
か
ら
二
〇
〇

〇
。

(

44)

Ｂ
写
本
は
こ
の
部
分
か
ら
始
ま
る
。

(

45)

こ
の
数
字
は
活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

他
翻
訳
書
で
は
前
述
の
銀
に
か
か

る
数
字
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ボ
ク
サ
ー
こ
の
数
字
を
銀
に
充
て
つ
つ

も
、
ラ
ル
フ
・
フ
ィ
ッ
チ
の
記
録
か
ら
例
年
の
イ
ン
ド
か
ら
シ
ナ
へ
向
か
う
銀
の
量

は
二
〇
万
ク
ル
ザ
ー
ド
で
あ
る
と
し
、
疑
問
を
唱
え
て
い
る
。
原
文
書
中
、
こ
の
商

品
の
羅
列
箇
所
に
は
句
読
点
が
な
く
、
二
〇
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
〇
タ
エ
ル
を
購
入
価

格
と
み
な
し
て
後
続
の
象
牙
に
か
か
る
数
字
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

(

46)

一
ピ
パ
は
二
十
五
ア
ル
ム
ー
デ
に
相
当
。
一
ア
ル
ム
ー
デ
は
約
三
十
二
リ
ッ
ト
ル
。

(

47)

活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

は
マ
カ
オ
と
記
す
。
原
文
書
はM

anila

で
あ

る
。

(

48)

一
ク
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
は
四
分
の
一
カ
ナ
ダC

anada

。
一
カ
ナ
ダ
は
二
、
六
二
二
リ
ッ

ト
ル
に
相
当
。
す
な
わ
ち
一
ク
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
は
お
お
よ
そ
六
五
五
リ
ッ
ト
ル
。

(

49)

こ
の
部
分
は
活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

(

50)

当
時
の
一
ト
ン
は
お
よ
そ
七
九
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

(

51)

こ
の
項
目
名
は
便
宜
的
に
筆
者
が
挿
入
。

(

52)

ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
、
モ
ル
ジ
ブ
等
、
イ
ン
ド
洋
の
ア
ラ
ブ
交
易
圏

で
と
く
に
貿
易
用
に
用
い
ら
れ
た
ヘ
ア
ピ
ン
状
あ
る
い
は
釣
り
針
状
の
銀
貨
。

(

53)

カ
イ
ガ
ラ
虫
か
ら
採
れ
る
赤
色
染
料
。

(

54)

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
の
港
市
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
イ
ン
ド
諸
地
方
か
ら
の
交
易
品

取
引
で
栄
え
た
。

(
55)

P
A
ST
E
L
L
S

で
はde

F
ar

と
あ
り
、F

ar

の
み
を
地
名
と
捉
え
て
い
る
。
長
島

弘
氏
の
ご
教
示
に
よ
りD

efar

はD
ofar

の
崩
し
、
あ
る
い
は
写
し
間
違
い
で
、
ハ

ド
ラ
マ
ウ
ト
隣
の
乳
香
の
産
地
ド
フ
ァ
ー
ル

(D
hofar)

と
推
定
。
カ
モ
ン
エ
ス
の

『

ウ
ズ
・
ル
ジ
ア
ダ
ス』

に

‶O
lha
D
ofar

insigne
porque

m
anda,

o
m
ais

cheiroso
insenso

para
as
aras...

(

輝
か
し
き
ド
フ
ァ
ー
ル
を
見
よ
。
祭
壇
に
供

え
る
最
も
芳
し
き
乳
香
を
送
り
出
す
地)"

と
記
さ
れ
る
。-G

O
D
IN
H
O
,
V
itorino

( ) 近世初期の南蛮貿易の輸出入品について (岡)67
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M
agalh

ães,
O

s
D

escobrim
entos

e
a

E
conom

ia
M

undial,
V
ol.II,

E
ditorial

P
resen

ça,
1963-1971,

p.211.

(

56)
Ａ
写
本
で
は
ソ
マ
リ
アSom

aria

、
Ｂ
写
本
で
は
ス
マ
ト
ラSum

atra

と
記
さ
れ

る
。
Ｂ
写
本
の
作
成
者
が
後
続
の
ア
チ
ェ
と
の
関
連
で
ス
マ
ト
ラ
に
書
き
換
え
た
も

の
と
見
ら
れ
る
が
、
カ
ン
バ
ヤ
で
取
引
さ
れ
る
乳
香
の
産
地
と
し
て
ソ
マ
リ
ア
は
正

し
く
、
本
論
文
で
は
Ａ
写
本
を
採
用
し
た
。
活
字
本

(

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語)

で
は

Sum
atra

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

(

57)

ア
チ
ェ
で
産
出
さ
れ
る
安
息
香

(

メ
ン
フ
ィ)

が

｢

ジ
ャ
ワ
乳
香｣

と
呼
ば
れ
た

こ
と
を
指
す
も
の
か
。

(

58)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

T
he

P
hilippine

Islands1493-1803,
V
ol.3,

‶L
etter

from
A
ndres

de
M
ilandaola

to
F
elippe

II"
p.8

に
記
さ
れ
るylapo

に
相
当

か
。

(

59)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

T
he

P
hilippine

Islands1493-1803,
V
ol.3,

‶L
etter

from
A
ndres

de
M
ilandaola

to
F
elippe

II"
p.8

(

60)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

op.cit(58),
p.8

で
は
ス
ペ
イ
ン
人
はorejera

と
呼

ぶ
と
記
さ
れ
る
。

(

61)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

op.cit(58),
p.8

で
はL
inguinguin

と
記
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
四
ペ
ソ
に
相
当
と
記
さ
れ
る
。

(

62)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

op.cit(58),
p.8

で
は
一
タ
エ
ル
あ
た
り
二
ペ
ソ
と

記
さ
れ
る
。

(

63)
B
L
A
IR
&
R
O
B
E
R
T
SO
N
,

op.cit(58),
p.8

で
は
マ
ル
ヴ
ァ
イ
金
と
ビ
ス
リ
ン

金
は
等
価
と
記
さ
れ
る
。

(

64)

岡
美
穂
子

｢

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
貿
易
の
虚
と
実
―

｢

日
本
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
覚
書｣

の
紹
介
―｣

『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要』

第
十
七
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五

一
頁
。

(

65)

高
瀬
弘
一
郎
前
掲
注

(

３)

論
文
、
二
三
頁
。

(

66)

行
武
和
博
前
掲
注

(

９)

論
文
、
九
四
頁
。

(

67)

行
武
和
博
前
掲
注

(

９)

論
文
、
九
四
頁
。

(

68)

小
葉
田
淳
前
掲
注

(

13)

論
文
、
一
四
〇
二
頁
。

(

69)
｢

シ
ナ
に
駐
在
す
る
日
本
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
の
規
則
。
こ
れ
は
巡
察
師
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
・
パ
シ
オ
が
日
本
か
ら
来
た
時
に
、
当
地
で
与
え
た
も
の
で
あ
る｣

高
瀬
弘
一

郎
訳
注

『

イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本』

巻
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
六
〇
八
頁
。

(

70)

高
瀬
弘
一
郎

｢

キ
リ
シ
タ
ン
教
会
の
財
務
担
当
パ
ー
ド
レ｣

『

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の

研
究』

岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
同

｢

キ
リ
シ
タ
ン
教
会
の
マ
カ
オ
駐
在
財
務
担

当
パ
ー
ド
レ｣

『

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
。

(

71)
C
ID
,
Isabel(ed.),

B
O

C
A

R
R

O
,

A
ntonio,

O
L

ivro
das

P
lantas

de
T

odas
as

F
ortalezas,

C
idades,

e
P

ovoações
do

E
stado

da
India

O
riental,

V
ol1-2,

C
asa

da
M
oeda,

1992.

(

72)

高
瀬
弘
一
郎

『

モ
ン
ス
ー
ン
文
書
と
日
本
―
十
七
世
紀
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
文
書
集
―』

、

八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
六
五
頁
。

(

73)

高
瀬
弘
一
郎
、
同
右
書
、
六
五
〜
六
七
頁
。

(

74)

岩
生
成
一
前
掲
注

(

４)

、
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。

(

75)

永
積
洋
子

『

朱
印
船』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
八
頁
。

(

76)

ア
ン
ト
ニ
オ
・
モ
ル
ガ
前
掲
注

(

23)

、
三
九
二
頁
。

(

77)

岩
生
成
一
前
掲
注

(

４)

、
三
七
七
頁

(

78)

ア
ン
ト
ニ
オ
・
モ
ル
ガ
前
掲
注

(

23)

、
三
九
一
〜
三
九
二
頁
。

(

79)

高
瀬
弘
一
郎
、
前
掲
注(

72)

、
七
〇
〜
八
〇
頁
。

(

80)

高
瀬
弘
一
郎
、
前
掲
注(

72)

、
七
二
〜
七
三
頁
。

(

81)
J.L
.A
L
V
A
R
E
Z
,
T
A
L
A
D
R
IZ
,
U
n
D
ocum

ento
de
sobre

el
C
ontrato

de
A
rm
ação

de
la
N
ao
de
T
rato

entre
M
acao

y
N
agasaki.

天
理
大
学
学

報
第
十
一
巻
第
一
号(

第
二
九
輯)

、
六
頁
。

(
82)

高
瀬
弘
一
郎
、
前
掲
注(

72)

、
七
二
頁
。

(
83)

岡
本
良
知
氏
は
日
本
航
海
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
制
度
が
名
実
と
も
に
整
っ
た
の

は
、
一
五
五
六
年
の
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
以
後
と
す
る
。

そ
れ
以
前
は
私
商
船
が
複
数
同
年
に
日
本
へ
向
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
―
岡
本
良
知

前
掲
注

(
１)

、
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
。

(

84)
B
O
X
E
R
,

op.cit.(2)-(1),
pp.
pp.140-141.

(

85)

高
瀬
弘
一
郎
、
前
掲
注(

72)

、
七
二
〜
七
三
頁
。
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(
86)

L
ivro

das
C

idades,
e

F
ortalezas,

que
a

C
oroa

de
P

ortugal
tem

nas
P

artes

da
India,

e
das

C
apitanias,

e
m

ais
C

argos
que

nelas
ha,

e
da

Im
portancia

delles.
ST

V
D

IA
,
vol.6,

1960,
pp.351-363

,

但
し
筆
者
は
Ｃ
Ｄ
版

(R
evista

Stvdia,
V
ol.1-53,

B
iblioteca

V
irtual

dos
D
escobrim

entos
P
ortugueses,

1996)

を
参
照
。

(

87)

高
瀬
弘
一
郎
、
前
掲
注(

72)

、
七
三
頁
、J.L

.A
lvarez,

T
aladriz,

op.cit.
(81),

p.7

(

88)

矢
野
仁
一

『

支
那
外
国
関
係
研
究』

弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
、
三
六
〇
〜
三
六
四

頁
。

(

89)

高
瀬
弘
一
郎

｢

キ
リ
シ
タ
ン
教
会
の
経
済
基
盤
を
め
ぐ
る
内
部
の
論
議｣

『

キ
リ
シ

タ
ン
時
代
の
研
究』

岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
四
二
三
〜
四
二
六
頁
。
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